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開催にあたって

　天正 13 年（1585）、羽柴秀吉は紀州征伐後、紀の川河口部の「岡山」（現

在の虎伏山）に弟、秀長に命じ城を築かせました。この和歌山城は、城

代である桑山氏を経て、関ヶ原の戦い後は浅野氏、大坂の陣後には徳川

氏が城主となり、江戸時代を通して紀州徳川家の居城として城下町とと

もに発展し、現在においても和歌山県の文化・政治の中心となっています。

　近世城郭として知られる和歌山城ですが、近年大規模開発に伴う発掘

調査により和歌山城の城郭と城下町が形成される以前の遺跡の姿が明ら

かとなりつつあります。

　今回のシンポジウムでは、和歌山城跡の発掘調査成果を中心に歴史的

環境や土地変遷の実態に迫り、和歌山城とその城下町となる以前の姿を

描写してみたいと思います。

　　令和４年３月 13 日

　　　　　　　　　　　　　 公益財団法人　和歌山県文化財センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　櫻　井　敏　雄
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【開催日程】
シンポジウム「和歌山城築城前～城の下に眠る遺跡の姿～」

配信日時：令和４年３月１３日（日）

　配信サイト （公財）和歌山県文化財センター公式 Youtube チャンネル

　　（URL：https://www.youtube.com/channel/UCpqCfFPCtUsxCluUtvkDEpw）

開会挨拶　平林照浩：（公財）和歌山県文化財センター

　

【発　　表】
基調講演　「紀直と紀国造―古代紀伊における国造制の成立とその構造―」

　　　　　　栄原永遠男：大阪市立大学名誉教授

基調報告「和歌山城周辺の古地形変遷と土地利用」

　　　　　　大木　要：和歌山市文化振興課

基調報告「和歌山城跡北部における古墳時代から中世の様相

　　　　　　　　　　　　～和歌山城跡第 34 次発掘調査から～」

　　　　　　福佐　美智子：（公財）大阪府文化財センター

基調報告「和歌山城跡東部における古墳時代から中世の様相

　　　　　　　　　　　　−県第５次調査（裁判所地点）の成果を中心に−」

　　　　　　丹野　拓：和歌山県立紀伊風土記の丘

【討　　論】
「和歌山城以前の姿～土地利用を中心として～」

　　　　　　コーディネーター：冨加見　泰彦：日本考古学協会会員

主催：公益財団法人和歌山県文化財センター

後援：和歌山県教育委員会、和歌山市、公益財団法人和歌山市文化スポーツ振興財団
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３　本書の編集は濵﨑範子（（公財）和歌山県文化財センター）が担当した。
４　本シンポジウムは、令和３年度国宝重要文化財等保存・活用事業（和歌山県内地域の特色
　ある埋蔵文化財活用事業）の補助金を受けて実施している。
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　　遣して、百済に喚す。冬十月に、紀国造押勝等、百済より還り。朝に復命して曰さく、「百

　　済国主、日羅を惜み奉りて、肯へて聴し上らず」とまおす。

これによると、敏達天皇は詔で、日系百済官人の火葦北国造阿利斯登の子の達率日羅を招

聘することを命じたが、そのために紀国造押勝と吉備海部直羽島を百済に派遣したというの

である。紀国造押勝は、紀国造関係系譜類に第 17 代国造として見える「忍勝」に相当する

とみられ、実在が確認できる最初の紀国造とみなされている。これらの点に異論はないが、

紀国造の成立時期にかかわって、通説による国造の成立時期とこの史料による紀国造の初見

との間に時期差があることをどのように理解すればよいか、紀国造の成立は他の国造より遅

れるのかどうか、という問題が解決される必要がある。

この史料で注意されるのは、 紀国造押勝と吉備海部直羽島の 2 人が単なる送迎使ではな

いことである。上には引用しなかったが、続けて吉備海部直羽島が日羅を連れ出すための苦

心譚が記されている。これをそのまま信用する必要はないが、2 人が百済官人である日羅を

日本に招聘するための外交交渉を行っていることがうかがえる。

国造は、中央からの要請で一時的に中央にのぼり、儀式等に参列することはあったであろ

うが、基本的には地方官として在地にいる。押勝もこの時に国造に在任していたのであれば

同じであろう。また吉備海部直羽島も、直姓を持つことから在地の伴造として地方にいるの

が常態であろう。そのような彼らに、微妙な国際関係の機微を把握できたとは思えず、急に

百済に派遣されたとて、細心の注意を要する外交交渉などはできなかったであろう。

しかし、押勝らが使者として派遣されたのは、その外交交渉をこなせる国際関係の知識と

力量があると見込まれたためであるが、彼らのそのような知識と力量を獲得したのは、中央

に滞在している間のことと考えるほかない。なぜ彼らは中央にいることができたのか。

ここで思い出されるのが、筑紫君磐井が中央から派遣されてきた近江臣毛野に対して、

　今こそ使者にあれ、昔は吾が伴として、肩を摩り肘を触りつつ、共器して同に食ひき。

　安にぞ卒爾に使と為り、余をして儞が前に自伏はしむること得むや。

と言い放ち、 以前中央に仕奉していたと述べたという伝承（継体天皇紀 21 年 6 月条） や、

奈良時代のことになるが、他田火奉部直神護が、位分資人・中宮舎人として 31 年間中央で

勤務した実績にもとづいて、海上郡大領司に任じられることを乞うていることである９ （大

日古 3 巻 150 ページ）。これらの事例を参考にすると、押勝らは、国造や地方伴造の子弟と

して敏達天皇の王宮に仕奉しており、そこで外交知識と力量を身につけたことによって派遣

の命を受けたので、それぞれ国元に帰り、船を仕立てて百済に向かったとみられる。

以上の考察に大過ないとすると、上記引用記事に「紀国造」とあるのは、押勝が後に国造

に任じられたことに基づいてさかのぼって表現されたと考えられる。吉備海部直羽島も同様

であろう。そうすると、紀国造の成立が押勝よりしばらく前であったことは十分に考えられ

る。したがって、紀国造の成立が他の国造よりも遅れると考える必要はなく、ほぼ同じ時期

に成立したと見てよいことになる。

次に紀直と紀国造との関係について考えたい。論理的には紀直という在地豪族の首長が紀

国造という地方行政官に任命されたと理解すべきである。では、紀直とはどのようなウジで

あろうか。

まず紀直の始祖伝承に注目したい。鈴木正信氏は、紀直の本宗の始祖は、ウジヒコ→ナグ
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サヒコ→アメノミチネ→タカミムスビと次第に加上されていき、和歌山市宇治を拠点とする

勢力が拡大発展していった、と考えた。

この点については、ナグサヒコの理解が重要であると考える。鈴木氏はナグサをのちの名

草郡の範囲をさす地名と考え、ナグサヒコは紀直が名草郡全体に勢力を拡大した段階で設定

された始祖とした。しかしこれについては、神武天皇即位前紀戊午年 6 月条に、

　軍名草邑に至り、則ち名草戸畔といふ者を誅つ。

とあることに注意する必要がある。これによれば、遅くとも『日本書紀』成立のころには「名

草」という小地域があり、そこを拠点とする在地土豪がいたという伝承があったことがうか

がえる。

小地名ナグサの存在やその位置についての確たる史料は他にないが、いくつか記憶の断片

が残っている。 第 1 は、 鈴木氏が「紀伊国造系図」 に見出した「日前宮縁起」 では日前宮

を名草宮としていることである。 第 2 に、 薗田香融氏の著名な指摘であるが、 日前宮の近

くに名草溝があり、名草溝口神が祭られていた。これらによると、日前宮の地域こそが小地

名としてのナグサであったのではないか。

そして、ここを拠点とする在地勢力の拡大や関係勢力の統合による発展として紀直の成立

を考えた方がよく、それにともなってナグサという小地名も名草郡全域程度にまで及ぶよう

になったとみられる。小地名ナグサを拠点とする在地勢力が奉斎していた始祖神こそナグサ

ヒコであろう。かつて薗田氏が、ナグサヒコを紀直の最も本来的な祖先伝承であると指摘し

たことが顧みられてよい。

鈴木氏は、ウジヒコを奉斎する勢力が発展してナグサヒコを奉斎するようになったと想定

し、ウジヒコにナグサヒコが加上されたという前後関係で理解している。しかし、早い段階

では、小地名ウジを拠点とする勢力や小地名ナグサを拠点とする勢力やその他の諸勢力が並

立していたと考える方が自然ではないか。ウジの勢力が主導的位置にあったこともあれば、

他の勢力がそうであったこともあったが、最終的にはナグサの勢力が主導権を握ったと理解

したい。それが可能となったのは、紀ノ川南岸平野の開発に重要な役割を果たした名草溝の

掌握、それにともなって神威を高めていった日前宮祭祀の掌握が大きな意味を持った。

3　紀直のウジの構造とその位置
国造に任じられる首長を擁するほどの地方豪族のウジの構造上の特色として「カバネ共有

同族」が存在することがあげられる。この点は紀直の場合も同様である。八木充氏は、武蔵

国造の笠原直に対する刑部直・大伴部直・丈部直などのように、国造の周辺に「ウジ名を異

にする部＋国造と同じカバネ」というウジが存在するという関係が広くあることを指摘した10。

これを受けて平石充氏はこれを「カバネ共有同族」と呼んだ 11。八木氏は在地の伴造につい

て指摘したが、平石氏は「地名＋同じカバネ」にまで拡大して理解した。あるウジが国造の

カバネ共有同族になる場合に国造側の選択が働いている、という指摘も忘れてはならない。

この平石氏の指摘で思い出されるのが、またしても薗田氏の先駆的な見解である。薗田氏は、

以下の史料に見える名草郡内の直のカバネを持つすべての豪族を紀直の同族と理解した。

　①紀伊国名草郡大田郷戸主大宅直広麻呂直乙麻呂 年 十 八　　　（大日古 25 巻 78 ページ）

　　②□
 （ 迩 布 直 カ ）

□□諸嶋年 十 六　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （大日古 25 巻 123 ページ）
　　　　　　　

紀伊国名草郡直河郷戸主迩布直文得戸口
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　③紀伊国名草郡の人、直乙麻呂ら廾八人に姓を紀神直と賜ふ。直諸弟ら廾三人には紀名

　　　草直、直秋人ら百九には紀忌垣直。　　（『続紀』宝亀 8 年〔777〕3 月壬戌〔10 日〕）条）

　④紀伊国名草郡人正七位上湯直国立、同姓真針、国作等三人、賜姓紀直、

　　　　　　　　　　　　　　　　　（『続後紀』天長 10 年〔833〕4 月丙戌〔29 日〕条）

薗田氏は、これらの史料に見える大宅直・直・迩布直・紀神直・紀名草直・紀忌垣直・湯

直などを紀直の同族としたのである。カバネ直を重視すると、薗田氏はあげていないが、承

和 12 年（845）12 月 5 日「那賀郡司解 12」に見える那賀郡主帳の朝来直もこれと同様に考

えてよいかもしれない 13。

以上によると、6 世紀中ごろ以降、紀直を中心氏族として、それにカバネ共有同族が同族

関係で連なるという在地構造が存在していたことになる。このうち中心氏族の紀直そのもの

の構造を知ることのできる史料は限られているが、紀国造関係系譜類の基本である「国造次

第」が参考となる。

その第 36 代広世以前の貞観 16 年（874） の書写部分で、 かつ第 17 代忍勝の 1、2 代前

あたり以降の部分については古体を伝えていると考えられるが14、それを参照すると、すで

に鈴木氏が指摘しているように、いくつかの系統に分かれていたことが想定できる。この複

数系統間の関係を知ることはさらに難しいが、 国造の地位がどれか 1 系統に固定せず、 い

くつかの系統間を移動していることからすると、系統間に政治的地位の差はあまりなく、フ

ラットな関係であったと想定される。

次にカバネ共有同族については、①大宅直が大田郷に所在し、紀神直・紀忌垣直が日前宮

と関係し、湯直が岩橋を根拠としていたことから（薗田説）、紀ノ川南岸に多く分布してい

たとみられる。しかし②迩布直が直河郷にいたように、紀ノ川北岸側にも広がっていたこと

が注意される。また朝来直のように那賀郡への広がりも想定できよう。

このように、6 世紀中ごろ以降、古代紀伊では紀直とそのカバネ共有同族が勢力を張って

いたことがわかるが、それと同時に他にも強固な豪族グループが存在していたことを見落と

すべきではない。薗田氏は、古代名草郡の有力豪族として紀直、紀臣、大伴、渡来者集団の

四者をあげているが、ここではそのうち大伴氏に注目したい。

薗田氏は、大伴櫟津連・大伴若宮連などの「大伴＋地名＋連」を基本形とする複姓に注目

し、宇治大伴連も同型で、榎本連ももとは大伴朴本連であり、紀崗前来目連は紀崗前来目大

伴連であったと推定できるとした。

私見によれば、これらは大伴連のカバネ共有同族に他ならない。このうち大伴若宮連は忌

部郷、宇治大伴連は和歌山市宇治、紀崗前来目連は和歌山市岡崎にそれぞれ関係するところ

からすると、中心氏族の大伴連とそのカバネ共有同族は、名草郡の紀ノ川南岸地域に広く分

布していたと見ることができる。さらに注意すべきは、大伴連が那賀郡域にも及んでいたと

みられることである。名草郡ほど明瞭ではないが、名刹粉河寺の檀越として大伴連が伝えら

れており、右京に移貫した左少史の伴連貞宗が存在する（『三実』貞観 14 年〔872〕8 月 13

日辛亥条）。

ここで、雄略天皇紀 9 年 5 月条に、

　汝大伴卿と紀卿等と、同国近隣の人にして、由来尚し。

という注目すべき表現が見えることに注意する必要がある。これがいつ頃のことを表現して
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いるのか明らかでないが、紀ノ川筋の地域には、紀直とそのカバネ共有同族の勢力とともに、

大伴連とそのカバネ共有同族の勢力が肩を並べるようにして存在していたことを反映した表

現とみなければならないであろう。

この他、 那賀郡の地域では、『続紀』 神護景雲元年（767）6 月庚子（22 日） 条には、 大

領として外正 6 位上の日置毘登弟弓が見え、 承和 12 年 12 月 5 日「那賀郡司解」 には、 大

領外従 8 位上長我孫縄主・少領外従 8 位外長公広雄が見えている。史料の時期は異なるが、

那賀郡域には大伴連のほかにも日置毘登・長我孫・長公などの在地豪族が盤踞していたので

ある。

この場合、特に注意しなければならないのは、紀直を含めて各在地豪族やそのカバネ共有

氏族の勢力範囲は面的・領域的なものではなく、お互いに入り組んだ状態として理解しなけ

ればならないことである。ある在地豪族が一定の領域を排他的に支配するような状態には、

到底この段階には至っていなかった。

紀ノ川筋の那賀郡あたりより下流の地域では、紀直とそのカバネ共有同族が広く分布して

いたことは認められるが、その勢力は完全に他を圧倒しさるほどのものではなく、他にも大

伴連とそのカバネ共有同族をはじめ、秦忌寸を中心とする渡来者集団、日置毘登、長我孫、

長公などの在地豪族の集団が存在していた。

この点からすると、紀直が紀国造に任命されたのは自明のことであったわけではなく、倭

王権が諸勢力の中から選抜した側面も無視できない。そして、このようなことは、他の国造

の任命の場合も多かれ少なかれ同様であったと見なければならない。

それでは、紀直の首長が紀国造に任じられたことによって、どのような事態が生じたであ

ろうか。

4　国造の管轄地域と職掌
国造が任命されると、その管轄地域が設定された。その範囲は、天武朝の国境の確定のよ

うな厳密なものではなく、道路上の地点表示15 その他の自然的地形、在地における諸豪族の

勢力関係などの社会的要素で決まるやや大まかなものと考える。また国造の管轄地域とは、

領域的支配の範囲ではなく、職務の執行範囲にとどまる。紀国造の管轄地域を示す史料はな

いが、大化改新詔に畿内国の南限を紀伊の兄山としていることを手掛かりとして、それより

下流の紀ノ川流域を想定しておきたい 16。

一般に国造の管轄地域の内部における管轄の対象として、次のようなものが考えられる。

　　①中心豪族

　　②中心豪族のカバネ共有同族

　　③他豪族およびそのカバネ共有同族

　　④ミヤケ

まず①については、古代紀伊の場合、紀直が相当する。紀直は、前述のようにいくつかの

系統からなっていたが、任命された国造が諸系統の全体を管轄するのである。紀直の場合は

該当しないが、部が設定されて中心豪族がその在地伴造になった場合が、東国に多い伴造型

国造17 である。

②は、古代紀伊では、大宅直・迩布直・紀神直・紀名草直・紀忌垣直・湯直・朝来直など



− 10 −

が相当する。③は、大伴連とそのカバネ共有同族、秦忌寸を中核とする渡来人集団、日置毘

登、長我孫・長公などである。

一般に②③の諸豪族が部の在地伴造となって王権に仕奉することは、通例ありうることで

ある。吉備のように国造の管轄地域内に多数の部が設定されたのに比べて18、古代紀伊では

部の痕跡はそれほど多くはない。上記の紀国造の管轄地域内における部としては、忌部・来

目部・海部・菀部・大伴部・物部・巨勢部が挙げられる程度である19。しかし、資料が欠落

してしまった場合も多いであろう。その場合、②はもちろん③の場合も、国造を通じた王権

への仕奉となろう。国造は、管轄地域内の在地伴造を介した部からの仕奉を管理・調整して

仕奉の円滑実現に当たるのであり、それが国造に期待された主要な職掌であったと考える。

国造軍の編成もその延長として理解できる20。

この段階での社会構造は、タテ割型であるが、その克服は、7 世紀中葉の孝徳朝における

評の設定に端を発し、7 世紀末葉の天武朝に至ってようやく軌道に乗るのであり、国造の任

命段階では到底望むべくもなかった。

つまり国造は、次の④も含めて、タテ割型社会構造を前提として、倭王権から管轄地域内

の仕奉関係を管理・調整し、円滑に仕奉を実現することを職務として要求されたのである。

国造は、倭王権への仕奉の管理・調整にあたることにおいて、管轄地域における他豪族お

よびそのカバネ共有同族に対して政治的に優位に立ちうることになる。また、後述のように

一定の制限が加わるものの、隷属民に対する支配や周辺の関連勢力に対する優位な関係など

の在地豪族としての基盤を保証されることも重要である。

これらの点にこそ在地豪族が国造に任命されるメリットと、国造に任命されることを容認

する要因があるのである。紀直の首長が紀国造に任命されることによって、紀直は在地豪族

としての基盤を一定程度保証されるとともに、②③などの在地の諸勢力に対して政治的に優

位たりえた。

最後の④について、森公章氏はミヤケには「倭王権が国造支配のためにその拠点に置いた

もの」 と「国造の支配地域に部民制的貢納の拠点として存立していたもの」 の 2 種類があ

ることを指摘している21。ここで問題としたいのは前者で、古代紀伊の場合は、海部ミヤケ・

河辺ミヤケ・経湍ミヤケがそれに相当する22。

海部ミヤケは欽明天皇紀 17 年（556）10 月条に設置記事が見える。これに対して河辺ミ

ヤケと経湍ミヤケは、周知のごとく安閑天皇紀 2 年（535）5 月甲寅（9 日）条の 26 屯倉の

設置記事に見える。後者の記事は、その前後の時期におけるミヤケ設置をまとめて記したも

のであるので、『日本書紀』の示す時期にとらわれる必要はない。これら 3 ミヤケはほぼ 6

世紀中ごろに相互に連動して設定されたとみてよい。

その時期は、国造の任命時期とほぼ重なるので、ミヤケの設定と国造の任命は不可分の関

係にあった23。国造に任命される地方豪族は、自己の影響力が及ぶ範囲内の要地に倭王権が

ミヤケを設定することを容認することと引き換えに国造に任命され、それにともなって設定

された管轄地域内において、在地豪族としての地位を保証されるとともに、他の豪族たちに

対する政治的に優位な地位を獲得したのである。

古代紀伊においては、まず海部ミヤケを問題とする必要がある。部民制の成立以前、紀伊

には「海人」の集団が存在していたが、部民制の施行とともに「海部」に編成された。それ
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に伴い、海人集団の首長が海部直として地方伴造に任命され、海部からの仕奉の母体として

海部ミヤケが設定された。これは倭王権が進めた全国的な海上交通・海産物の貢納の掌握の

一環であった。

このような関係が形成される以前の段階では、海人集団と紀氏前身集団（この用語につい

ては後述する）との関係のみの単純なものであったが 24、そこに新たに海部やその地方伴造

と倭王権との仕奉関係が形成された。しかしこれによって、海部や海部直が紀直・紀国造か

ら切り離されたのではなく、紀直は海人集団の首長を海部直として紀直のカバネ共有同族と

してつなぎとめるという重層的な関係が形成された。紀直は国造として海部からの仕奉を管

理・調整するとともに、中心氏族としてカバネ共有同族としての海部直に影響力を行使した

のである。この点で海部ミヤケの設定（海部の設定、海部直の認定）は、倭王権によって在

地豪族としての紀直の勢力圏に撃ち込まれた楔とみてよい。

つぎに河辺ミヤケ・経湍ミヤケについて検討したい。この両者は、和泉から山中越え・雄

の山峠越え（現 JR 阪和線）で和泉山脈を越えて紀伊に入った陸路が紀ノ川に到達した地点

の南北両岸を中心に設定された。その位置は、陸上交通と紀ノ川河川交通の要所であり、ま

た海草郡と那賀郡の境でもある。

これと関連して、河辺臣に注目したい。このウジは従来注目されたことがないが、古代紀

伊に関連するウジとして評価できるのではないか。欽明天皇紀 23 年 7 月条によると、任那

を滅ぼした新羅を問責するために派遣された大将軍紀男麻呂宿祢の副将として河辺臣瓊缶と

いう人物が見える。 その後も征新羅副将軍の祢受（推古天皇紀 31 年是歳条）、 百済救援軍

の前将軍の百枝（天智天皇即位前紀）らが続いている。また、これら以外にも安芸国に舶を

作るために派遣された某（推古天皇紀 26 年是年条）がいるので、水上交通に秀でたウジと

考えられる。

6、７世紀段階の日本軍隊編成のタテ割構造 25 からすると、河辺臣も独自に派遣部隊を編

成していたはずであり、渡海能力を備えていたと考えられる。河辺臣は舒明天皇即位時の紛

争事件 26 にマヘツキミの一人として見えて以来その地位を保ち27、 天武天皇 13 年には朝臣

のカバネを賜るなど、7 世紀後半まで有力氏族として存続した。

このウジの所在他として、河内国あるいは同国石川郡とする史料があるが（『続紀』慶雲

3 年〔706〕5 月丁巳〔15 日〕 条）、 すべて奈良時代のものであり、 また石川郡では水上交

通との密接な関係は考えにくい 28。紀伊の在地における痕跡としては地名のみであるが、河

辺臣は本来は和歌山市川辺付近を本拠とするウジで、のちに河内国石川郡に移ったと考えた

い。

この少々大胆な推測が認められるとすると、河辺臣は本来は上記③に分類されるべきウジ

で、その支配地域に河辺ミヤケが設定されたと考える。この場合、紀直は、海部ミヤケにお

ける海部直に対して、河辺臣の前身集団をカバネ共有同族に編成することができなかったの

であろう。その一派は中央に出てマヘツキミへと成長した。経湍ミヤケについては何の手掛

かりもないが、河辺ミヤケと同様の関係があったものと推測しておきたい。この両ミヤケも、

海部ミヤケと同じく、倭王権によって設定された楔と考えることができる。

以上、海部ミヤケ・河辺ミヤケ・経湍ミヤケは、森公章氏の「倭王権が国造支配のために

その拠点に置いたもの」の類型として理解できる。紀氏前身集団は、その勢力圏内への倭王
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権によるこれらのミヤケの設定の容認と引き換えに、 その中の有力勢力が紀直として成立

し、その首長が紀国造に任命されることにより、その管轄地域内における政治的優位性を確

保したのである。

5　紀氏前身集団の存在と紀臣
かつて私は、紀直・紀臣その他のウジが成立する以前の段階においては、紀氏というウジ

は存在しないので、紀氏という用語は不適切であると考えた。また、一連の紀直でも紀臣で

もなく「紀～宿祢」という人名表記がなされるのは、彼らが紀直・紀臣のいずれともなしえ

ない段階の人物であるという記憶と理解した。これらから、のちに紀直・紀臣になってゆく

集団という意味で「紀氏集団」の段階があったと推定した。しかしこの用語は私の意図を必

ずしも適切に表現し得ていなかったので、今後は「紀氏前身集団」と改めたい。また私見で

は、この集団が分裂して一方の紀臣が大和の平群谷に移住したと単純に考えた。この点は寺

西貞弘氏からご批判を頂戴したので、改めて考えなおしたい。

紀直の始祖としては、先にあげたように、紀国造関係系譜類に見えるウジヒコ、ナグサヒ

コ、アメノミチネ、タカミムスビがあるが、鈴木正信氏が指摘するように、この他にもアラ

カワトベ、チナソ、ミケモチ、キミツミ、ワカヒコなどがあり、これらはいずれも紀国造関

係系譜類には見えない。

これらの中で『古事記』崇神天皇段に

　木国造、名は荒河刀弁之女……

と見えることが注意される。このアラカワトベは、那賀郡荒河を拠点とする在地豪族の首長

のイメージが反映されているとみてよかろう。これによると、『古事記』が成立した 7 世紀

末から 8 世紀初頭には、 かつて紀ノ川中流域の首長が国造に任じられたことがあったと考

えられていたことになる。そして、このアラカワトベが紀国造関係系譜類に見えないことが

重要である。

そもそも紀国造関係系譜類とは、紀直の首長が紀国造に任じられた後の段階において、紀

直・紀国造の側においてその淵源に関する伝承を整序したものと考えられる。 初代の天道

根から第 12 代の祢賀志富までは「～男」で順次結ばれる一系系譜であり、国造の地位継承

に関する伝承を整えたものであるが、同時にそれは紀直の持つ祖先伝承と重なるものであっ

た。

しかし、それに見えないアラカワトベを木国造の祖とする伝承が存在したことは、現存す

る紀国造関係系譜類とは別の紀国造に関する系譜伝承が存在したことを示している。しかし

紀直の首長が紀国造に任じられ、それがその後も継承された結果、別の系譜伝承は残らず、

紀国造家に伝えられた系譜のみが残って現在に至ったと考えられるのである。したがって、

現存する紀国造関係系譜類を相対化して考える必要がある。

これによると、国造の成立期について紀直が伝えた伝承においては、紀国造に任命された

のは紀直の首長に限られているが、実際にはそれだけではなく、地域的にも血縁的にもより

広い範囲の集団のなかから任じられていたと推測することができる。ここに、紀直よりも広

い範囲の集団の存在がおぼろげながら見え隠れしているが、それこそが紀氏前身集団であっ

たのではないかと想像する。
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次に紀氏前身集団と紀臣（朝臣）との関係について検討する。紀臣に関する確実な初見は、

舒明天皇即位前紀である。推古女帝の次の天皇候補者として山背大兄王と田村皇子が対立し

た時、前者を推薦した 3 人のマエツキミの一人に紀臣塩手なる人物が見える 29。彼はほかの

史料に見えないので、その係累や拠点とする地域を探ることはできないが、紀臣が最初に現

れた時、それまでの経緯は不明ながら、すでにマエツキミの地位にあったことに注意したい。

その後、紀臣の所在地がわかる事例として、次の諸例がある（紀伊国・平城京・平安京に

所在する事例は除く）。 第 1 に、 壬申の乱の時、 大海人皇子の東道将軍として倭京（古京）

攻撃軍の司令官であった紀臣阿閇麻呂は、 乱後伊賀国に在るとされている（天武天皇紀 2

年 8 月壬辰条）。第 2 に、美濃国礪杵郡（土岐郡）には紀臣阿佐麻呂の子がいたという（同

5 年 4 月己未条）。さらに第 3 に、貞観 12 年（870）4 月 22 日「大和国平群郡某郷長解写 30」

によると、同地の売買について保証刀祢として紀朝臣氏世・同本男が見える。彼らは平群郡

の住人と考えてよかろう。このように紀臣（朝臣）は、紀伊国以外にも各地に、いつからか

は不明であるが、分布していたことがわかる。

ここで、在地の諸豪族たちが、国造に任命された首長を擁する中心氏族のカバネ共有同族

となるかどうかは、国造側の選択が働いたとする平石氏の指摘を考慮する必要がある。先に

6 世紀中ごろの紀直の首長の紀国造任命にともない、紀直とその他の在地豪族との政治的関

係が変化したであろうと推測した。そのような状況を考えると、紀国造による倭王権への仕

奉の管理・調整を受け入れた在地豪族がいる一方で、紀直によって拒否されあるいはそれを

避けて紀国造の管轄地域の外の各地に移動した豪族が存在したと推測したい。のちに紀臣や

河辺臣になっていく在地の諸勢力を想定している。

そのうちの一派が、経緯不明ながら倭王権の中枢部でマヘツキミになったことから、それ

を中心として各地の関連勢力が集合して紀臣や河辺臣というウジが形成されたと考えたい。

紀臣の場合、大和国平群郡の勢力もその一つで、後にその所在地が紀臣（朝臣）としてまと

まった全体の氏神の地とされたのであろう。

6　むすび
以上、紀直・紀国造について検討してきた。論多岐にわたり、しかも推測の多い行論となっ

たことを反省する。そのため残された課題はあまりにも多い。

その第１は、本稿は、文献史学の立場から紀国造の成立期について検討することに終始し

たため、それ以前の「紀氏前身集団」の時期にまったく踏み込めなかった。このため岩橋千

塚・鳴滝倉庫群・西庄遺跡・淡輪古墳群その他の古代紀伊を考えるうえで重要な遺跡に言及

できていない。このことは、本稿のきわめて重大な問題点である。

第 2 に、 本稿が対象とした時期についても、 研究の進展している岩橋千塚や紀ノ川下流

部南岸地域の開発の状況などについての成果を取り入れることができていない。この点も大

きな問題であろう。

第３に、在地豪族としての紀直の勢力基盤として、日前宮の祭祀権の掌握がある。このこ

とは名草郡が神郡であることと連動している。 しかしこれらについてほとんど言及できな

かったことも問題として残っている。

これらはすべて次の機会を期すことをお許しいただいて、ひとまず本稿を閉じたい。
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１ これらの諸制度に関する研究には莫大な蓄積があるが、近年の有益な総括として篠川賢・大川原竜一・鈴木正信編著『国造制の研
究―史料編・論考編―』（八木書店、2013 年 5 月）、同編著『国造制・部民制の研究』（八木書店、2017 年 10 月）をあげておきたい。
２ 栄原永遠男『紀伊古代史研究』（思文閣出版、2004 年 11 月）。
３ 栄原永遠男「紀直と岩橋千塚」（『難波古代史研究』和泉書院、2022 年 4 月、もと『和歌山地方史研究』66、2014 年 11 月）。
４ 薗田香融「岩橋千塚と紀国造」（『日本古代の貴族と地方豪族』塙書房、1992 年 1 月、もと末永雅雄・薗田香融・森浩一編『岩橋千塚』
和歌山市教育委員会、1967 年 3 月）。以下、薗田氏の説は、特に断らない限り本論文による。注 5・6 寺西・鈴木氏の説の場合も同様。
５ 寺西貞弘『紀氏の研究―紀伊国造と古代国家の展開―』（雄山閣、2013 年 2 月）。
６ 鈴木正信『日本古代氏族系譜の基礎的研究』（東京堂出版、2012 年 7 月）。
７ 紀国造に関しては『国造次第』『紀伊国造系図』その他が存在するが、これらを総称する場合は「紀国造関係系譜類」と称するこ
ととする。
８ 本稿に関係する史料は、『和歌山県史』古代史料 1（1981 年 3 月）に収録している。
９ 武蔵国造の地位をめぐる紛争において、同族の小杵に狙われて身の危険を感じた国造の笠原直使主が「走り出て、京に詣でて状
を言」したので朝庭は使主を国造と認めた、とあるのは、それ以前から使主が京・朝庭と関係を有していたことを思わせる。その
関係は中央における仕奉によって築かれたものであろう。
10 八木充「国造制の構造」（『日本古代政治組織の研究』塙書房、1986 年 11 月、もと『岩波講座日本歴史』2、古代 2、岩波書店、
1975 年 10 月）。
11 平石充「地域社会からみた部民制・国造制・ミヤケ制」（『歴史学研究』976 号、2018 年 10 月）。 
12 栄原永遠男「「紀伊国那賀郡司解」の史料的検討」（注 2 著書第 11 章、もと『粉河町史研究』15、1986 年 3 月）。
13 このほか「出雲国計会帳」に「紀打原直押熊」が見える（大日古 1 ノ 593）。従来これと関係がある史料として『続日本紀』天平
宝字 8 年（764）7 月丁未（12 日）条の「木国氷高評人内原直牟羅」があげられてきたが、蓬左文庫本には「直」の文字がないの
で、両者の関連は慎重に考えたい。紀打原直は和歌山市内原との関係が考慮の対象となるかもしれない。また『先代旧事本紀』10「国
造本紀」に紀河瀬直が見えるが、このウジは他に見えないので、保留とする。
14 寺西貞弘「「紀伊国造次第」について」（注 5 著書、もと『和歌山市立博物館研究紀要』17、2003 年）、鈴木正信「『紀伊国造次第』
の成立とその背景」（注 6 著書、もと『彦根論叢』389、2011 年）。
15 篠川賢『日本古代国造制の研究』（吉川弘文館、1996 年 5 月）、同『国造―大和政権と地方豪族―』（中公新書、2021 年 11 月）。
16 紀国造の名称は令制国の紀伊国と一致するが、管轄地域は紀伊国の範囲と大きく異なり、熊野国造も存在するので、石母田正氏
の大国造とは見ない。石母田正『日本の古代国家』（岩波書店、1971 年 1 月）。
17 井上光貞「国造制の成立」（『井上光貞著作集』第 4 巻、岩波書店、1985 年 7 月、もと『史学雑誌』60 ノ 11、のち一部を『大化改新』
弘文堂書房、1970 年 7 月、に収録）。
18 吉田晶「吉備地方における国造制の成立」（『日本古代国家成立史論―国造制を中心として―』東京大学出版会、1973 年 11 月、
もと『歴史学研究』384、1972 年）。
19 栄原永遠男「紀氏と倭王権」（注 2 著書第 4 章、66 ページ）に古代紀伊の部民一覧表をあげている。
20 岸俊男「防人考―東国と西国―」（『日本古代政治史研究』塙書房、1966 年 5 月）。
21 森公章「国造制と屯倉制」（『岩波講座日本歴史』古代 2、岩波書店、2014 年 3 月）。
22 薗田氏は、海南市本渡を中心とする亀川流域にも三上屯倉が設定されたとする。
23 注 21 森公章論文。
24 この関係は、支配被支配関係としてではなく、非対等の同盟的な関係と理解している。
25 鬼頭清明「白村江の戦いと律令制の成立」（『日本古代国家の形成と東アジア』校倉書房、1976 年 6 月）。
26 門脇禎二「舒明天皇即位時紛争事件」（『「大化改新」史論』上巻、思文閣出版、1991 年 9 月）。
27 倉本一宏「氏族合議制の成立―「オホマヘツキミ―マヘツキミ」制―」（『日本古代国家成立期の政権構造』吉川弘文館、1997 年
1 月）。
28 もちろん石川―大和川の水上交通との関係を考慮しなければならないが、それを示す史料はない。
29 注 27 倉本一宏論文。
30 この売券の釈文は、注 2 著書に示した（東京大学史料編纂所所蔵、正親町家旧蔵『唐招提寺施入田券文写』による）。また奈良国
立文化財研究所編『唐招提寺史料』第 1（吉川弘文館、1971 年 9 月）106 号にも見える。
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͞Ε͍ͯΔɻϦοδ̖ɾ̗ͱ̗ܗ � ̗ ` அ໘ʹΑΔͱೆํʹଓかͳ͍͜ͱかΒɺ͜

ΕΒのϦοδ౦ํʹ৳ͼ͍ͯΔՄੑ͕͋ΔɻϊҨのൃ掘ௐࠪͰɺੜ時代

Εͨ༻ਫ路͕みͭか͓ͬͯΓ（ਤ͞掘ʹのʵ౦ೆ౦ํظ末かΒ古墳時代લظޙ

̐）ɺϦοδ̖のํΛ͍ࣔͯ͠Δのͱ͑ߟΒΕΔɻϦοδ̘ʹ͍ͭͯɺ࣍̑ݝௐࠪͰ

みͭかͬͨ中世ஈ֊ʹຒ͢Δೆํの落ち込みのଘࡏ（Վ山ݝจԽࡒηϯλʔ ����）

かΒɺʵೆ౦ํʹ৳ͼΔϦοδͰ͋ͬͨՄੑ͕͋Δɻ

ੜ時代かΒҾ͖ଓ͖ɺϦοδ̖ɾ̘のपลʹૈཻのଯੵͳ͘ɺ૬ରతʹߑਫのӨ

ଯཻࡉのଯੵʹΑΓϦοδのൃୡ͕ೝΊΒΕΔɻ͜のཻࡉΛड͚ʹ͍͘ॴͰ͋Δ͕ɺڹ

ੵϦοδ̖ɾ̘の֎ଆΛ流ΕΔ流路ΑΓ

ΕͨのͱみΒΕɺϦοδ̗のपล͞څڙ

Ϧοδ̖ɾ̘͕োนͱͳΓɺ古墳時代Ҏ߱ɺ

΄΅ଯੵ͕͞څڙΕͳ͘ͳΔɻ

鎌倉時代ʹϦοδ̖͕͞Βʹൃୡ͢Δ

͕ɺϦοδ̗पลʹ土͕࠭͞څڙΕͳ͍ͨ

Ίɺ͜の時ظʹͳΔͱϦοδ̖पลͱのൺߴ

 ��� ̼ۙ͘ͳΓɺ地ͱมԽ͢Δɻͦの

݁Ռɺ鎌倉時代Ҏ߱Ϧοδ̗पลߑਫの

ӨڹΛड͚͍͢ෆ安ఆͳॴͱͳΔɻՎ

山 �� Λड͚ͳڹਫのӨߑௐࠪͰɺ࣍
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͕Βɺ࡞ߞΛ͓͜ͳ͍༷͕ͬͯͨ֬ࢠೝ͞Ε

͍ͯΔɻ

室町時代の �� 世لલҎ߱ɺՎ山प

ลͰਧ上ٰ࠭ൃୡのӨڹかΒ地͕ܗେ͖͘

มԽ͢Δɻਧ上ҨͰ �� 世لલ頃かΒ

ਧ上ٰ͕̼࠭̐ۙ͘ൃୡ͢Δঢ়͕֬گೝ͞Ε

͍ͯΔ（ࣸਅ̍）ɻ·ͨɺ�� 世لલのҨΛؚΉࡉ～中ཻ͕࠭ฏ部Ͱ֬ೝ͞Ε͓ͯΓɺ

ਧ上ٰ࠭のൃୡʹ߹Θͤͯਧ上ٰ࠭༝དྷの͕࠭ඈདྷͨ͜͠ͱ͕ΘかΔ（ਤ̓）ɻਧ上ٰ࠭か

Β͕࠭ඈདྷ͢Δ時ظগͳ͘ͱ̏時͋ظΓɺ๛ਉɾ܂山ظ（�����～ ���� ）·Ͱʹ̎ɺ

����）ظΔઙ·࢝のؙのඋ͕ࡾ ～ ���� ）のલʹ̍֬ೝͰ͖ΔɻՎ山のௐ

ࠪͰɺ̏時ظʹඈདྷ͕ͨ࠭͠߹Θ̼ͤͯ̎ۙ͘ଯੵ͍ͯ͠Δ（ࣸਅ̎）ɻ͜の࠭のଯੵʹ

ΑΓɺઙࡾʹظのؙのඋΛ͓͜ͳ͏ஈ֊Ͱɺ地部Ͱ͋ͬͨϦοδ̗पลՎ山

पลͰ࠷安ఆͨ͠ඍߴ地ͱͳΓɺϦοδ̖ͱのൺߴٯస͢Δɻͨͩ͠ɺຊ͕ࣉئ

ཱͨ͠時ظʹɺϦοδ̗पลඈ࠭ଟ͘ඍߴ地ൃୡ్中Ͱ͋ͬͨͨΊɺϦοδ̖प

ล͕࠷安ఆͨ͠ॴͰ͋ͬͨՄੑ͕͍ߴɻ

͍ͯͭʹのの流路มભل（̎）

Վ山पลの古地ܗΛ͑ߟΔ上Ͱɺॏཁͳཁૉͱͯ͠لのの流路มભ͕͋ΔɻԼխ

のの流路มભʹ͍ͭͯ;Ε͍ͯΔɻلΔͳかͰɺ͢ݩΛ෮ڥܗՎ山ฏの地ࢯٛ

ԼࢯʹΑΔͱلの古墳時代かΒಸྑ時代ʹلののଯੵʹΑΓ࠭ऱഎޙのϥάʔϯ͕

ॖখ͠ɺ流路͕΄΅ݻఆ͞Εɺࡏݱの土ೖɾՎΛ௨ͬͯՎӜʹ͍Ͱ͍͕ͨɺฏ安

時代ظޙ（�� 世ل末頃）Ҏ߱ʹلのʹΑΔ࠭ऱのਁ৯ͱେ͖͍ߑਫのࡍʹ࠭ऱ͕அ͞Εɺ

༤ືかΒਫݢΛ௨ͬͯେӜͰւʹ͙Α͏ʹͳΓɺՏࡏݱ͕ޱのҐஔʹҠͬͨの໌Ԡؒ

（���� ～ ����）かΒӬؒ（���� ～ ����）ͱ͢Δ（Լ ����）（ਤ̔）ɻ·ͨɺلの

のՏࡏݱ͕ޱのҐஔʹҠͬͨ時ظʹ͍ͭͯɺాढ़จࢯ໌Ԡ̓（����）ʹ͖ͨى地

ʹٻΊ͍ͯΔ（ా ����）ɻࡏݱɺ྆ࢯのڀݚΛ౿·͑ɺلのʹ͍ͭͯ土ೖɾ

ՎΛ௨ͬͯՎӜʹ͍Ͱ͍ͨの͕ɺฏ安時代ظޙʹਫݢΛ௨ͬͯେӜҠΓɺࡏݱの
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Տޱͱͳͬͨの໌Ԡ̓の地の頃ͱ͢Δの͕ఆઆͱͳΓҰൠʹී͍ͯ͠ٴΔɻ

͠か͠ɺฏ安時代ظޙҎલのلののՏޱʹ͍ͭͯɺϘʔϦϯάσʔλかΒՎのԣஅ

໘ʹՏচのূڌͱͳΔ͕࠭ೝΊΒΕͳ͍͜ͱかΒɺ͜の෮ݩΛٙ͢ࢹΔҙݟ͋Δ

（,(�/&5ɾؔݍ地൫ڀݚձ ����）ɻ·ͨɺԼࢯの෮ݪͰຊࣉئのೆଆลΓʹلの

͕ఆ͞Ε͍ͯΔ͕ɺՎ山पลのൃ掘ௐࠪͰلのͱみΒΕΔଯੵ֬ೝ͞Ε͍ͯ

ͳ͍ɻۙ世لʹظޙभൡ͕ฤͨ͠ࢊʰلҏଓ෩土هʱͰلのʹ͍ͭͯʮືےΑΓʑ

࠭土Λ流͠出͠ೋཬϊ⅓のऱ᧼࣍ୈʹ͘ೆʹಥ出ͯऴʹେӜのᬑޱͱͳΕΓଖܗࢴの

ᅷの͠ੋΑΓޙ༛࠭土Λ流͠出ͯ͠େӜのޱʹຒΕͯਫ䟽͠かͨ͘ͳΓͯߑਫの時ʹ
の̐ྻ͋Δఅɾٰ࠭ྻの͏ち؛のӈلのํʹႊͨΓɾɾɾʯͱ͓ͯ͠ΓɺޱのࠓΓࢸ

ւଆのఅɾٰ࠭ྻ͕ೆ৳ͼ͖ͯͨͨΊɺେӜՏ͕ޱҠಈͨ͜͠ͱɺେӜのՏޱ土࠭

͕ଯੵ͠流Ε͕ѱ͘ͳͬͨͨΊɺߑਫのࡏݱʹࡍのՏޱʹҠͬͨ͜ͱ͕͞ࡌهΕ͍ͯΔɻ

ϘʔϦϯάσʔλൃ掘ௐࠪɺh Ҡ͕ޱかΒஅ͢ΔͱɺେӜʹՏࡌهʱのهҏଓ෩土ل

Δલのஈ֊ʹلのの流Λ્Ήఅɾٰ࠭ྻೆଆൃୡ͓ͯ͠Βͣɺلのࡏݱ

ͱಉ༷ʹ流͍ͯͨ͠Մੑ͕͍ߴɻ͜͏ͨ͠ཧղɺՎ山पลͰ֬ೝ͞ΕͨϦοδの

ͱ߹తͰ͋Δɻੑํ

３　古地形変遷と土地利用
͜͜ͰՎ山पลの土地ར༻ʹ͍ͭͯɺᶃੜ時代かΒ古墳時代ɺᶄඈௗ時代かΒฏ

安時代ɺᶅ鎌倉時代かΒ �� 世لલɺᶆ �� 世لલ～๛ਉɾ܂山ظの̐時ظʹ͚ͯみ

͍͖͍ͯͨ（ਤ̕）ɻ

弥生時代～古墳時代ɹੜ時代中ظ～古墳時代લظʹඍߴ地ʹԊͬͯ༻ਫ路͕掘͞ΕΔ
（ਤ̕ᶃ）ɻ༻ਫ路ͱಉ時ظのॅډҬみͭか͍ͬͯͳ͍͕ɺՎ山ฏ中ԝ部ͱಉ༷ʹඍߴ

地ʹԊͬͯ中খنのॅډҬ͕͠ࢄɺۙ地ͰਫాΛӦΜͰ͍ͨՄੑ͕͋Δ（ਤ ��）ɻ

·ͨɺϦοδ̗のԑล部Ͱ古墳時代લظのؔ࿈Ҩ͕出土͓ͯ͠Γ͞ΕΔɻ

古墳時代中ظޙ～ظʹϦοδ̖のॅډҬʹ͓͍ͯ掘ཱபݐ群ધࡐΛస༻ͨ͠Ҫށɺ

出土ҨͰؖࣜܥ土͕ثみͭか͓ͬͯΓɺަқͳͲΛతͱ͢ΔूஂのॅډҬのՄੑ͕

ஂࡒڵจԽεϙʔπৼࢢఠ͞Ε͍ͯΔ（Վ山ࢦ ����）ɻϦοδ̗ɾ̘Ͱ埴輪͕出土ͯ͠

͓Γɺळ݄Ҩ໐ਆҨ群ͱಉ༷ʹฏ部ʹ古墳͕ங͞Ε͍ͯͨ͜ͱ͕͏か͕͑Δɻ

Վཱࢢࢁത物ؗ 1994 ΑΓసࡌ
ਤ̔ɹԼࢯʹΑΔݹ͔࣌Βࣨொ࣌ͷܗมભ
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飛鳥時代から平安時代ɹ古墳時代ʹҾ͖ଓ͖ɺ
Ϧοδ̖ʹ͓͍ͯඈௗ時代かΒ̔世لલの

Ҭ͕Ӧ·ΕΔ（ਤ̕ᶄ）ɻ古墳時代ʹҾॅډ

͖ଓ͖ަқͳͲΛతͱͨ͠ूஂのॅډҬͱ

みΒΕΔɻ͜のॅډҬ̔世لલҎ߱ʹى

ͬͨ͜地ʹΑΔӨڹ͋Γɺ̔世لલʹ

廃ઈ͢Δ（Վ山ࢢจԽεϙʔπৼஂࡒڵ

����）ɻ

̔世ޙلʹϦοδ̗ʹ͓͍ͯ۠ըߔΛ

༗͢Δ掘ཱபݐ群͕ܗ͞ΕΔ（ࣸਅ̏）ɻ

掘ཱபݐҎ֎ʹཱͬͨҨߏͳ͘ɺෳห

࿇Ֆנؙݢฏנ出土͓ͯ͠Γɺެత

ͳࢪઃͰ͋ͬͨՄੑ͕ఆ͞ΕΔ（ࠤ

����）ɻϦοδ̖のॅډҬの廃ઈΛड͚ɺΑ

Γެతͳࢪઃͱͯ͠Ϧοδ̗上ʹ࠶උ͞Ε
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ͨՄੑ͋Δɻ

Վ山पลͰ̕世لҎ߱ɺॅډҬ֬ೝͰ͖ͳ͘ͳΓɺ࠶ͼ �� 世ޙلʹϦοδ̖

ɺ͘ڧ͕Ҭͱͯ͠ར༻͢ΔॅډҎདྷɺϦοδ̖Λظ͞ΕΔɻ古墳時代中ܗҬ͕ॅډʹ

͜のΤϦΞͰΑΓ安ఆͨ͠ॴͰ͋ͬͨ͜ͱ͕͏か͕͑Δɻ

鎌倉時代から 15 世紀前半ɹϦοδ̖Ͱ �� 世ޙل頃ͱ �� 世لҎલʹߑͨͬ͜ىਫのӨ
地の֦େ͕ೝߴ地͕֦େ͢Δ（ਤ̕ᶅ）ɻ·ͨɺϦοδ̘Ͱ鎌倉時代·ͰʹඍߴͰඍڹ

ΊΒΕΔɻϦοδ̗पลϦοδ̖ɾ̘͕োนͱͳΓ土͕࠭͞څڙΕͳかͬͨͨΊɺඍߴ地

ൃୡͤͣɺՎ山पลͰͬͱ地ܗの͍ॴʹมԽ͠ɺੜ࢈Ҭͱͯ͠ར༻͞ΕΔ

Α͏ʹͳΔ（ࣸਅ̐）ɻ͜の時ظのॅډҬの༷૬໌ΒかͰͳ͍͕ɺϦοδ̖ʹ͓͍ͯੴ

ҪށͳͲ͕֬ೝ͞Ε͍ͯΔɻ

15 世紀前半から豊臣・桑山期ɹ�� 世لલҎ߱ɺਧ上ٰ࠭ൃୡのӨڹかΒՎ山पลの
地ܗҰม͢ΔɻԬ山पลの地部ਧ上ٰ࠭かΒඈདྷͨ͠ඈ࠭ʹΑΓ࣍ୈʹຒ·͍ͬͯ

͖ɺඍߴ地ͱมԽ͢Δɻ͠か͠ɺൃ掘ௐࠪʹΑΔͱԬ山の౦かΒ౦ଆʹඈ͕࠭͠

ͳ͍͜ͱかΒ（ਤ̓）ɺԬ山の౦かΒ౦ଆʹか͚ͯ地͕͍ͨͯͬ͜ͱ͕༧͞ΕΔɻ

·ͨɺh Ҡ͕ޱのఅɾٰ࠭ྻ͕ೆൃୡ͠ɺେӜՏ؛のӈلʱʹΑΔͱهҏଓ෩土ل

ಈͨ͠ͱ͢Δ͕ɺ͜͏ͨ͠มԽਧ上ٰ࠭のൃୡͱ࿈ಈͨ͠ಈ͖Λ͍ࣔͯ͠ΔՄੑ͕͋

Δɻ໌Ԡ̓の地ʹΑΓߓػ͕ాӜӏϊౡかΒԬ山のʹ͋ͨΔື地ҬҠ

Δ（ా ����）͕ɺߓػ͕Ҡసͨ͠ཁҼͱͯ͠ɺඃͱͱʹلのの流路มߋ

ؚΊͨՎ山पลの地ܗมԽ͕ॏཁͳ

ཁҼͰ͋ͬͨՄੑ͕͍ߴɻ

ఱਖ਼̔（����）ʹɺড়土ਅफेҰ

代ओͰ͋ΔݦΛܴ͑ͯຊ͕ࣉئ

Ϧοδ̖ʹཱ͢Δɻ͜の͜ΖɺԬ山पล

Ͱ·ͩඈ࠭のӨ͕͋ڹΓɺϦοδ̖पล

͕ͬͱ安ఆͨ͠ॴͰ͋ͬͨɻൃ掘ௐ

ࠪͰຊࣉئのೆଆのງͱোࢠງʹྨ

土坑ྻ͕֬ೝ͞Ε͓ͯΓ（ਤͨ͠ࣅ ��）ɺ

͜ΕΒ͍ͣΕʵ౦ೆ౦ํʹ掘

ͱҰகੑΕ͍ͯΔɻϦοδ̖のํ͞

ࣸਅ̏ɹϦοδ #Ͱݕग़͞Εͨ̔ੈޙلͷݐ܈ʢՎࢁୈ �� ʣ࣍

ࣸਅ̐ɹதੈͷੜ࢈Ҭͷ༷ࢠʢՎࢁୈ �� ʣ࣍
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͢Δ͜ͱかΒɺງのஔͳͲඍߴ地のܗঢ়ʹ߹Θͤͯ

ը͞ΕͨのͱみΒΕΔɻܭ

๛ਉɾ܂山ظʹຊࣉئのງΛҰ部ຒΊཱͯਫ

路ͱͯ͠࠶උ͍ͯ͠Δɻ͜のਫ路ඈ࠭ʹΑΓܗ

͞Εͨඍߴ地のԑล部ʹ掘͞Εͨ๛ਉɾ܂山ظのେ

ܗҰக͢Δɻ地͕ظຒ時ظ時ͱ掘（ਅ̑ࣸ）ߔ

มԽのӨڹΛड͚Ԭ山のଆͰਫ路の࠶උ͕͓͜ͳ

ΘΕͨՄੑ͕͋Δ（େ ����）ɻ͜の時ظのԼ町

のൣғࡾ町ງ٧ɾࡉ町ɾ௨町͋ͨΓ·ͰͰɺ

Վ山ݐ時のେखԬํޱ໘ʹ͋ͬͨͱ͞Εɺ

શମͱͯ͠౦ଆのҙࣝのࢦ͕͞ڧఠ͞Ε͍ͯΔ（৽

୩ ����）ɻͦのཁҼͱͯ͠ɺԬ山のपғʹ·ͩ地部͕͞Ε͓ͯΓɺଆΛར༻͢Δʹ

େنͳ͕ࣄඞཁͱͳΓɺඋʹେ͖ͳ࿑ྗΛか͚ͳ͍߹ɺԬ山の౦ଆʹ͠か

େखΛઃఆͰ͖ͳかͬͨՄੑ͕͍ߴɻ·ͨɺԬ山のʹఝ؏ଜͱ͍͏ू落͕͋Γɺ

Վ山のඋʹ͍Ҡͨ͠ͱ͍͏ঝ͕͞Ε͍ͯΔɻ͜の時ظೋのؙपลʹॅډҬ

Λఆ͠ʹ͍͘͜ͱかΒɺఝ؏ଜʹ͍ͭͯಙظのࡾのؙपลʹଘͨ͠ࡏͱ͑ߟΒΕΔɻ

ਤ̕ᶆͰࣔͨ͠ॅډҬʹ͓͍ͯ �� 世ޙلのҨߏ໘͕ෳ໘֬ೝ͞Ε͓ͯΓɺఝ؏ଜの時
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Ε͍ͯΔՄੑ͕͋Δɻ·ؚ͕ߏのҨظ

まとめ
Վ山पลの古地ܗมભͱ土地ར༻ʹ͍ͭͯみ͖͕ͯͨɺ�� 世لલҎ߱ʹੜͨ͡ਧ

上ٰ࠭のൃୡΛڥʹ土地ར༻のঢ়͕گେ͖͘มԽ͍ͯ͠Δঢ়໌͕گΒかʹͳͬͨɻٰ࠭ൃୡ

Ҏલʹɺ古墳時代Ҏલʹܗ͞Εͨඍߴ地（Ϧοδ̖～̘）ΛॅډҬɺपғの地部Λੜ

のཱஈ֊·Ͱଓ͍͍ͯΔɻՎ山पลࣉئຊҬͱͯ͠ར༻͓ͯ͠Γɺͦの࢈

Ͱ �� 世لલ·ͰϦοδ̖पล͕Վ山पลの地Ҭڌ点ͱͳ͓ͬͯΓɺ古墳時代中ظ

かΒ̔世لલʹՏޱ部のަқڌ点ͱͯ͠ػ͍ͯͨ͠ɻͦのͨΊɺϦοδ̖ʹຊئ

Λ౿·͑ͨのͰ͋ͬͨՄੑ͕͋Δɻܠతഎཱ࢙ͨ͠ཁҼɺͦ͏ͨ͠ྺ͕ࣉ

�� 世لલかΒਧ上ٰ͕࠭ൃୡ͢ΔͱɺԬ山पғの地部͕ඈ࠭ʹΑΓຒ͠ඍߴ地͕

େӜʹҠͬͨの͕ޱのՏل͞Εɺਧ上ٰ࠭લ໘のେ͖͘มԽͨ͠ɻ·ͨɺܗ ��

世لલҎ߱ͱみΒΕΔɻ͜͏ͨ͠Տޱ部पลの地ܗมԽʹΑΓɺߓػ͕ాӜӏϊౡ

かΒື地ҬҠ͞ΕΔͳͲɺԬ山かΒਧ上ٰ࠭पลのॏཁੑ͕ߴ·ͬͯ͘Δɻ͠か͠ɺඈ࠭

のӨ͕ڹগͳ͍Ԭ山の౦かΒ౦ଆͰ地͕͞Ε͓ͯΓɺՎ山のݐஈ֊Ͱಙ

Λ༩͍͑ͯڹのɾԼ町උʹӨظ山܂のؙ部の։ൃਐ·ͣɺ๛ਉɾࡾのೋのؙɾظ

ΔɻԬ山ଆの։ൃ͕ਐΉのઙظҎ߱ͰɺԬ山पғの地部Λར༻͠ງΛઃ͚ΔͳͲɺ

ࣗવ地ܗΛར༻ͨ͠ͱԼ町のඋ͕͓͜ͳΘΕΔɻ·ͨɺh Վ山ޚ૯ޚֆਤʱʹ

ΑΔͱ࠭のؙかΒのܢ߱ΓΔ֊ஈのೆଆʹ

͕͋Γɺh ॴਤձʱʹのӤೖΕੴ໊ࠃҏل

ͱͱʹඳかΕ͍ͯΔ（ਤ ��）ɻ͜の地点ਧ上

ٰ࠭ͱԬ山ͱのڥքͱͳ͓ͬͯΓɺのܢの

ங時かΒଘۼͨ͠ࡏ地Λར༻ͨ͠Մੑ͋

ΓɺԬ山पғʹଘͨ͠ࡏ地のଘࡏΛࣔࠦ͢Δ

のͱͯ͠͞ΕΔɻ͜のΑ͏ʹɺՏޱ部の地ܗ

มԽ͕Վ山ஙのػܖͱͳΓɺɾԼ町

උʹେ͖ͳӨڹΛ༩͑ͨ͜ͱ͕͏か͕͑Δɻ

ݙɾҾ༻จߟࢀ
େɹཁɹ����Bʮ���Վ山のֲͱࡾのؙʯh 地ํڀݚ࢙の࠷લઢɹلभɾՎ山ʱਗ਼จಊ出൛
େɹཁɹ����CʮՎ山ฏʹ͓͚Δੜ時代かΒ古墳時代の地ܗมԽͱ土地ར༻ʯh ձ�ୈڀݚ古ֶߟ �� ճ�ؔྫ
ɹɹɹɹɹձγϯϙδϜɹ地Ҭͮ͘جʹڀݚ古墳時代のू落ߏͱࣾձʱൃදཁूࢫɹߟ古ֶڀݚձؔྫձ
େɹཁɹ����ʮ��世ޙلかΒ ��世ل初頭ʹ͓͚ΔՎ山पลの༷૬ʯh ཁʱୈلڀݚ ��߸ɹՎ山ཱࢢതؗ
,(�/&5ɾؔݍ地൫ڀݚձɹ����ʰ৽ؔ地൫ɹՎ山ฏʱ
٠ҪՂɾ᪅ࡁɾେཁɾ౻ᤵউଇɾ௰߁உɹ����ʮՎ山ฏ中ԝ部ʹ͓͚ΔҨܗ࢙のڀݚʕଠాɾాࠇҨ
ɹɹɹɹɹΛྫʹɺͦのݱঢ়ͱ՝ʹ͍ͭͯʕʯh ��ཁʱلڀݚ ߸ɹՎ山ཱࢢതؗ
Լխٛɹ����ʰ地ܗかΒみͨྺ࢙ɹ古代؍ܠΛ෮͢ݪΔʱߨஊࣾ
৽୩೭ɹ����ʮۭؓ地のஔかΒみͨՎ山のಛ࣭ʕઔのࣳのܗͱͦのӡ༻ΛΊ͙ͬͯʕʯh ʱڀݚ古ֶߟҏل
ɹɹɹɹɹୈ �� ߸ɹلҏߟ古ֶڀݚձ
৽୩೭ɹ����ʮՎ山Լ町のཱͱల։ʯh ઓࠃɾ৫๛ظの地ҬࣾձͱԼ町ɹࠃฤʱॉޫ出൛
ࠤඒஐࢠɹ����ʮۙ世のՈෑͱ古代の掘ཱபݐ群ʵՎ山ࢢɹՎ山ࡾのؙのൃ掘ௐࠪʵʯh 地ๅのͻͼ
ɹɹɹɹɹ͖ʵՎ山ݝจԽࡒௐࠪใࠂձʵ （ɦެࡒ）Վ山ݝจԽࡒηϯλʔ
᪅ࡁɾ౻ᤵউଇɾ٠ҪՂɹ����ʮՎ山ฏのւٰ࠭؛Λ८ΔɺோΊΔʯh 地ٿՊֶʱ�� ձڀݚɹ地ֶஂମר
ాढ़จɹ����ʮ໌Ԡࣣلभʹ͓͚Δ地ͱాӜʯh Վ山地ํڀݚ࢙ʱୈ �� ߸ɹՎ山地ํڀݚ࢙ձ
ॻʵʱࠂઃʹ͏ൃ掘ௐࠪใݐிࣷࡋ؆ηϯλʔɹ����ʰՎ山ʵՎ山地ՈࡒจԽݝՎ山（ࡒެ）
Վ山ڭࢢҭҕһձɹ����ʮਧ上Ҩୈ � 掘ௐࠪʯhࢼ࣍ Վ山ࢢҨൃ掘ௐࠪ֓ใ � ฏ ��  �ʱ
Ҩୈాࠇɹ����ʰଠాɾஂࡒڵจԽεϙʔπৼࢢՎ山（ࡒެ） �� ॻʱࠂ掘ௐࠪใൃ࣍
ϊҨୈɹ����ʰஂࡒڵจԽεϙʔπৼࢢՎ山（ࡒެ） �ɾ��ɾ��ɾ�� ॻʱࠂ掘ௐࠪใൃ࣍
Վ山ཱࢢതؗɹ����ʰՎ山ཱࢢതؗɹ૯߹ҊʱՎ山ཱࢢതؗ
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ࠤඒஐࢠɹ（ެࡒ）େࡕจԽࡒηϯλʔ

はじめに
Վ山部Ͱ͜Ε·Ͱۙ世Ҏલの༷૬͕ෆ໌Ͱ͕͋ͬͨɺۙのௐࠪͰঃʑʹ໌Β

かʹͳΓͭͭ͋ΔɻՎ山ୈ �� のҨแؚฏ安ظޙかΒظௐࠪͰ古墳時代中࣍

時代ظޙかΒ鎌倉時代のਫా͕ͭݟかΓɺୈ �� 出͞Εݕ͕ߔௐࠪͰฏ安時代の土坑ɾ࣍

͍ͯΔɻ

ճのୈࠓ �� ݐઃʹઌཱちɺͦのݐຽձؗ（Վ山ϗʔϧ）のࢢௐࠪ（ਤ̍）ɺ৽࣍

ઃ地ͱچՎ山ཱࢢ෬ދ中ֶࣷߍߍղମՕॴΛରͱͯ̒͠Օॴのௐࠪ۠Ͱ࣮ͨ͠ࢪɻ

ௐࠪͰɺ̍ɾ̎۠Ͱݱ地ද໘Լ̼̑かΒ古墳時代のҨߏ໘Λݕ出ͨ͠ɻͦ͜かΒ地ද

໘Լ � ̼·Ͱʹ古代かΒۙ世ʹ͍ͨΔܭ �� ໘のҨߏ໘͕ͭݟかΓɺଟ͘のՌΛಘΔ͜ͱ

͕Ͱ͖ͨ（ਤ̎）ɻಛʹ古墳時代かΒ中世ʹか͚ͯɺڥのมԽʹ͏地ܗ土地ར༻の

มભΛଊ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻ

（１） 古墳時代 （第 10 面）
古墳時代ߔͱ土坑Λݕ出ͨ͠（ਤ̏ɾࣸਅ̍）ɻಛʹ͞ΕΔҨߏ̎۠かΒ

出ͨ͠ݕ ���� 土坑Ͱ͋Δ（ਤ̐ɾࣸਅ̎）ɻ͜の土坑かΒӋޱۚচੴͳͲのؔ࿈

Ҩ͕ू中ͯ͠出土ͨ͠ɻن࣠ ��� ̼ɺ࣠ ��� ̼ɺਂ͞ ��� ̼Ͱ͋Δɻ土坑の౦

ௐࠪ

̍۠̎۠

200̼̌ 	�ɿ����


ਤ̍ɹௐࠪҐஔਤ

Վࢁ෦にお͚る古࣌かΒதੈの༷૬
ʙՎࢁୈ ۷ௐࠪかΒʙൃ࣍��
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かΒۚচੴ͕出土͠ɺͦのपғʹӋޱమᕥ͕ͨ͠ࡏࢄɻۚচੴの上໘ΒかͰੴ

Λస༻ͨ͠のͱݟΒΕΔɻ上໘ඃʹΑΓփ৭ʹม৭͠ɺ上໘ଆ໘のҰ部ʹ ���

～ ���DN のࠇ৭のண͕͋ΔɻӋޱϋのࣈঢ়のઌ部͕ଘ͠ɺઌʹΨϥε࣭ᕥ͕

ண͢ΔɻޙଆඃʹΑΓม͢Δɻͦの他のؔ࿈ҨʹΨϥε࣭ᕥɾബย͕

͋Δɻ時ظ出土ͨ͠ҨかΒཹࣜظ中ஈ֊ͱ͑ߟΒΕɺ͜Ε·ͰՎ山ࢢͰ出土ͨ͠

ؔ࿈ҨͰ࠷古ڃのྫࣄͱͳΔɻ
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（２） 古代 （第９面）
古代掘ཱபݐ �� ౩ɾҪج̎ށɺଟのߔΛݕ出ͨ͠ɻ地ܗ͕ 5�1� ʴ ��� ̼ɺ

ೆଆͱ͖͍ͯࣼ͘͠ɺೆ 5�1� ʴ ��� ̼Ͱ ��� ̼のߴࠩΛ༗͢Δɻ

掘ཱபݐ群ඪߴの͍ߴͰݕ出͠ɺ౦ଆのݐ �� ～ �� ͱଆのݐ �� ～ �� の

̎群ʹ͚ΒΕͨɻݐ �� の૯பݐҎ֎ଆபݐͰ͋Δɻ

౦ଆݐ群ݐ ��ɾ�� ͕ॏͳΓ߹͍ɺݐ ��ɾ�� ̼̍ఔ͠かΕ͍ͯͳ͍͜ͱか

Βಉ時ซଘ͍ͯ͠ͳ͍ͱ͑ߟΒΕΔɻ

ଆݐ群の౦かΒೆଆʹ ���� ݐߔ群Λ۠ը͢ΔΑ͏ʹնΔɻݐ͕ߔ �� ۙͰ

ೆଆʹ۶్͠ۂΕ͓ͯΓɺݐ群のೖΓޱͰ͋ͬͨՄੑ͕ࢦఠͰ͖Δɻ���� ߔ

かΒෳห࿇՚จנؙݢɺจݢฏנɺฏ͕נ出土ͨ͠（ਤ̑）ɻ

ݐɺظ群の時ݐ �� のப݀かΒ � 世ل末ɺߔかΒ � 世ޙلのҨ͕出土͍ͯ͠Δ

͜ͱかΒ̔世ޙلʹଆݐ群͕ͯݐΒΕ͍ͯͨͱݟΒΕΔɻ౦ଆݐ群Ҩ͕出土

͓ͯ͠Βͣৄࡉͳ時ظෆ໌Ͱ͋Δ͕ɺଆݐ群ͱ͕࣠ҟͳΔ͜ͱかΒಉ時ظͰͳ͍Մ

ੑ͕͋Δɻଆݐ群ྡ͢ΔߔかΒ͕נ出土͍ͯ͠Δ͜ͱɺߔͰ۠ը͞Ε͍ͯΔ͜

ͱかΒɺҰൠతͳू落Ͱͳ͘ԿΒかのެతͳࢪઃのҰ部のՄੑ͕͋Δɻ

̌ 20D̼（ ɿ̍̔ ）

̍

̎
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̒ ̓

̔

̕
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（３） 中世 （８～６面）
第８面から第６面にかけては耕作地となり、第８面の 14 世紀初頭には調査区全域で水田

が営まれていた。地割は第９面から踏襲し、第８面の 5016 畦畔は第９面の 4828・4944 溝

とほぼ同じ箇所に位置する。5016 畦畔を境に南北に約 0.4 ｍの高低差を有する。 プラント

オパール分析の結果から、第８面から第７面にかけては洪水堆積物の流入を受けながら、水

田耕作が連綿と続くのではなく断続的に営まれていたと推定される。

第７面から第６面の 15 ～ 16 世紀になると、 それまで水田が営まれていた北西から南東

側にかけて畠となる。それより低い南西側では引き続き水田が営まれる。地割は畠と水田の

境にあたる 4994 畦畔を含め第８面から踏襲している。中央には南北に並ぶ２基の溜池とそ

れに連結する溝の灌漑施設を検出した。2305 溜池の規模は東西６～７ｍ、 南北６～９ｍ、

深さ 1.57 ｍである。西側壁面は地滑りを起こしたように崩れており、底面壁際に杭を打ち

込み補強していた。 この溜池には給水溝と考えられる 2292・4819 溝が連結する。2292 溝

の給水元となる溝は、第５面の 2231 溝に壊され検出されなかった。しかし 2305 溜池の南

東側の畠の畝方向は 2231 溝の方向と一致することから、2231 溝の前段階にも同方向に溝

が存在した可能性が高い。 溜池や溝は第 7 面から第５−２面にかけて機能していたが、 第

９−１層の風成砂により埋没する。

畠の区画や畝方向は第７面から第６面を通じほぼ同様で、畦畔や段差により５区画に分け

られた。北西側の 4994 畦畔と 4995 畦畔に囲まれた区画の畝は北東区画が東西方向、それ

以外は南北方向である。中央部の 4995 畦畔と 5012 畦畔に囲まれた区画の畝は北西から南

東方向である。北側の一部は第７面で東西方向の耕作痕を検出した。第６面での畝幅は 0.6

～ 0.7 ｍが主体で一部 0.2 ｍの狭い畝が分布する。

水田畦畔は第 7 面から第６面を通じて踏襲しているが、5013 畦畔と北側の島状の畦畔は

第６面で新たに造られる。水田面の標高は第６面で T.P. ＋ 1.6 ～ 1.4 ｍで北側から南東方向

に緩やかに傾斜している。 北側の畠との比高差は 0.4 ｍである。5014 畦畔は第 7 面から第

6 面にかけて何度も盛土を行っている状況が断面から伺えた。水田に堆積する第 10 −１層

の細砂にはラミナが認められることから土壌化が進んでいなかったと考えられる。

第６面は水田が急激に湿潤化していく中で、飛砂による堆積も進んだと見られる。水田に

堆積した砂を北側の畠に盛り上げ耕作を継続しようとするが、第９―２層の風成砂により最

終的に水田や畠は埋没する。

第９−１・２層の風成砂は厚い箇所で 1.8 ｍにもおよび、 周辺の地形を一変させている。

その砂層上で第５面の 16 世紀後半に北西から南東方向に延びる大溝が掘削される。溝は西

側に堤を伴い、規模は幅 15.5 ～ 16.5 ｍ、堤上面からの深さ 1.7 ～ 1.95 ｍである。遺物は土

師質土器・瓦・漆器・木製品・獣骨が出土した。この溝は大半が第７層の砂で埋没し、調査

区北壁付近はシルトブロックを含む細砂から中砂で埋め戻される。

（図・写真は和歌山市産業交流局文化スポーツ部文化振興課より提供を受けた。未発表資

料のため図・写真の転載はご遠慮ください。）
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୮ɹɹՎ山لཱݝҏ෩土هのٰ

１． 和歌山城跡東部の調査
Վ山ࢢपลͰɺैདྷඪ̼̏ߴఔ͕地のҨͱͯ͠ೝࣝ͞Ε͖͕ͯͨɺ�� ΄Ͳ

લかΒాҨɺਆલҨɺϊҨͳͲͰ૬͍࣍Ͱඪߴ ����̼ΑΓ͍ͱ͜Ζʹܗ͞

ΕͨҨ͕֬ೝ͞ΕΔΑ͏ʹͳͬͨɻ

Վ山पลͰのଆΛ中৺ʹԼ町Ҏલの地のҨௐ͕ࠪਐΜͰ͍Δɻの

ଆのʮӉ࣏ʯೆ౦ଆのʮยԬʯͳͲɺ古墳時代ʹू落͕Ӧ·Ε͍ͯͨ͜ͱ͕จݙɾ地໊か

Βྨਪ͞ΕΔॴ͋Γɺ࣮ࡍのൃ掘ௐࠪのՌͱൺֱݕ౼Ͱɺ֗ࢢ地の地Լの༷૬͕গ͠

ͣͭか͖ͬͯͨɻ

ຊߘͰɺՎ山౦部ɺࡾのؙのՈෑ地ௐࠪ（࣍̑ݝௐࠪʹՎ山地ํࡋॴ地点

ௐࠪ）のࡍʹɺԼかΒみͭ

かͬͨҨߏɾҨΛհ͠ɺ

地ܗจݙのʮยԬʯͱのൺ

Λ͓͜ͳ͏ɻ౼ݕֱ

Վ山ދ෬山の౦の

上ʹఱकͱຊؙΛ͠ɺͦ

͜かΒʹԼͬͨॴʹೋの

ؙɺງΛڬΜͰͱ౦ʹࡾの

Δɻؙ͕͕

Վ山౦部ງの෯͕

͍͕ɺ͜Εދ෬山ɺԬ山ͱ

ఱ൲山（ԬެԂの山）の

౦の୩地ܗΛར༻͠

ͯɺかΒೆ౦ʹ۶

のງ͕ஙかΔ෯͢ۂ

ΕͨかΒͱਪఆ͞Ε

Δɻ

͜の୩ےの౦ଆʹ͋

ͨΔݝୈ̑࣍ௐࠪ地

地～ඍߴ地Ͱ͋Γɺ

ແҨの地໘͕֬ೝ͞

Εͨのඪߴ ����̼

Ͱ͋ͬͨɻ

Վࢁ౦෦にお͚る古࣌かΒதੈの༷૬
ʕݝୈ̑࣍ௐࠪʢࡋॴ地ʣの成ՌΛத৺にʕ

ࣸਅ �ɹՎࢁͱݝୈ̑࣍ௐࠪ۠ʢ౦౦͔Βʣ

県５次調査地●

（宇治）

（片岡）

市16次調査地●

刺田比古神社

朝椋神社

志磨神社

●

●

●

ਤ �ɹՎࢁपลਤʢՎࢢࢁ 20�� վมʣ
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古代末～中世初頭の落ち込み（流路上部か）

室町時代の土壙墓群
安土桃山時代頃の貝殻廃棄土坑

鎌倉時代の粘土採掘坑他

ʷ

ʷ

ʷ

ʷ

古墳時代の埴輪出土地点

0 20m
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２． 古墳時代の様相―岡の里古墳ともう一つの古墳―
֬ೝ͞Ε͍ͯͳ͍ɻߏௐࠪͰ古墳時代のҨ࣍̑ݝ

ୈ̏۠ೆଆのԼ֬ೝτϨϯνͰɺඪߴ ����̼·Ͱ土ࡉثยのࠞ͡Δ粘土ɺඪߴ ����

̼·Ͱ土ثยのみΒΕͳ͍のࠜののΔ粘土Ͱ͋Γɺඪߴ ����̼ΑΓԼʹփന৭ࡉ

͕࠭ଯੵ͍ͯͨ͠ɻՎ山౦部のௐࠪ地ۙͰɺ古墳時代૬の໘ඪߴ ����̼Ͱ࣪

地Ͱ͋ΓɺҨߏଘ͍ͯ͠ͳ͍のͱਪఆ͞Εͨɻ

·ͣɺかͭͯՎ山ೆ部Ͱ֬ೝ͞ΕͨԬのཬ古墳ͱɺൃ掘ௐࠪͰ出土ͨ͠埴輪ยΛͱ

ʹɺՎ山౦部の古墳時代の༷૬Λͯ͑ߟみΑ͏ɻ

（１） 岡の里古墳
Ԭのཬ古墳ɺՎ山पลͰ།Ұの古墳ͱͯ͠ΒΕ͍ͯΔɻՎ山かΒೆʹのͼΔ

ٰ࠭かΒ౦ʹԼΔͱɺੴΓͱͯ͠ΒΕΔఱ൲山（ԬެԂ）͕͋ΓɺͦのपลʹยԬ町

ͱ͍͏地໊ͱࣜࣾのాൺ古ਆ͕ࣾ͞Ε͍ͯΔɻ͜のۙʰଓຊلʱのਆܠޢӢ̏

（����）ͰԞのେ部のઌ͕ॅΜͰ͍ͨͱ

ยԬཬのҰ֯ͱਪఆ͞ΕΔॴͰ͋܊໊ࠃҏل͏͍

Γɺਆࣾのଆʹ͜の古墳͕ஙかΕ͍ͯΔɻ

Ԭのཬ古墳ɺত̓ � ݄ʹɺՎ山ೆଆʹ

͋ΔਆࣾのڥೆଆͰٰ࠭の่ΕΛ͙ͨΊʹߌΛ

ଧち込Μͩ͞ݟൃʹࡍΕɺؠҰࢯʹΑΓൃ掘ௐࠪ

ΘΕͨɻߦ͕

ௐࠪͰ̏ຕのటยؠのఱҪੴΛ֎͠ɺ౦ʵೆ

ํʹ࣠Λஔ͘୦݀ࣜੴ室͕ൃ͞ݟΕͨɻ୦݀ࣜ

ੴ室のԼ部ʹ粘土Λ٧Ίͯ࠭の流ೖΛࢭΊ͍ͯͨΑ

͏Ͱ͋Δ͕ɺੴ室のਓࠎࢄཚɾෆ͓ͯ͠Γɺੴ

室中ԝ部の෭౪掘ʹ͋ͬͨのͱみΒΕΔɻ

ੴ室のೆ۱౪掘のඃΛड͚ͣʹࡁΜͩΑ͏

Ͱɺʮਢثܙϊළ࢛ՕߴᆀೋՕτ土ثࢣϊ㨗ҰՕ൫ϊ

ഁยҰՕʯ͕出土ͨ͠ɻɹɹɹ

ࣸਅͰみΔͱɺᰍළ͕̐ݸମ͋Γɺ͜Ἐ

世لのൺֱత৽͍͠古墳Ͱ͋Δ

͜ͱ͕かΔɻใࠂʹ͋ΔΑ͏ʹɺ

ۙҰଳยԬϊཬͱݴΘΕͨ

ॴͰɺాൺ古ਆࣾのࡇਆͰ͋Δ

େڱखΛͱ͢Δूஂʹؔ

͢Δ古墳ͱ͑ߟΔの͕ଥͰ͋Ζ

͏ɻ

古墳ຒΊ͞Ε͍ͯΔ͕ɺԬ

山のٰ࠭౦دΓʹ古墳時代ظޙ

頃の古墳群͕͍ͯ͠Δ͜ͱ͕

ΒΕΔɻ͑ߟ

ࣸਅ 2ɹԬͷཬݹੴࣨఱҪੴ

ࣸਅ �ɹԬͷཬݹൃ۷ث
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（２） 県５次調査出土埴輪 （和歌山城三の丸東部にあった古墳）
ܭௐࠪͰɺ古墳時代の埴輪のഁยΛ֬ೝͨ͠ɻ࣍ୈ̑ݝ ��� ശΛ͑Δ出土Ҩの中

ʹ̔点のഁย͕֬ೝ͞Εͨͱ͍͏ঢ়گͳのͰɺҙ͠ͳ͍ͱؾかͳ͍͘Β͍のগྔͰ͋

Δ͕ɺԬのཬ古墳ͱҟͳΔཱ地ɾ時ظの古墳ͱみΒΕΔのͰɺৄࡉΛհ͓ͯ͘͠ɻ

ࣸਅのࠨɺԁ埴輪͋Δ͍ேܗإ埴輪のഁยͰ͋Δ（ใࠂॻᶺ ���）ɻಥଳ͍

ঢ়Ͱɺ֎໘ʹλςϋέɺ໘ʹϢϏφσௐΛ͓͜ͳ͏ɻಥଳ上ํ͕͢Δࣈ̢

のͱみΔͱɺேܗإ埴輪のՄੑ͑ߟΒΕΔɻ͜ΕΒの他ɺԁɾேܗإ埴輪ͱਪଌ͞Ε

Δഁย̒点出土͍ͯ͠Δɻ

ᶺ ���ɾ����ࡒث埴輪ยͰ͋Δɻ

ᶺ ����ബ͘ฏ͢ߦΔ̎ຊ̍ର

のઢΛྡྷঢ়ʹඳ͘ɻബ͘ཪ໘

部のԁʹషج埴輪ܗΕ͓ͯΓɺߥ

ΒΕ͍ͯͨࡒث埴輪部͕ണͨ͠の

ͱਪఆ͞ΕΔɻހঢ়Λඳ͘ฏߦઢࠁ

पลの古墳Ͱੴܗݟ埴輪ᯯܗ埴輪

ͰみΒΕΔಛͰ͋Δɻᶺ ����ث

部かΒරঢ়ʹషج埴輪のഁยͰԁࡒ

Γ出ͨ͠部ʹ͋ͨΔɻ上໘ͳ͍

͠Լ໘ʹかͬͯ։͘ܗঢ়Λͯ͠

͓Γɺฏ͢ߦΔઢのؒʹ

Λԡ͍ͯ͠ΔɻՎ山ࢢपลの古

墳Ͱމ㩬ܗ埴輪͕͜のλΠϓ

の埴輪Ͱ͋Γɺ͞ΕΔɻ

Ԭのཬ古墳ΑΓ ��� ఔ

古͘ɺ古墳時代ظޙલの埴輪ͱ

地上ʹ古墳͕͋ͬͨのͱਪఆ͞ΕΔɻߴのؙ౦部のඍࡾΒΕɺՎ山͑ߟ

（３） 和歌山城周辺の墓域について
古墳時代のلのຊ流Վ山のかΒ౦ʹか͚ͯେ͖͘͠ۂɺՎӜʹ͍Ͱ͍ͨ

ͱ͍ΘΕΔɻՎ山ࢢの֗ࢢ地のԼʹɺلҏື（لਫ）ͱ͍͏ߓ群͕͋Γɺͦのपล

ʹଟのू落͕ల։͍ͯͨ͠のͱ͑ߟΒΕ͍ͯΔɻلののຊ流ɾࢧ流ओཁͳਫ路Λ

;͘ΊɺلਫͲのΑ͏ͳར༻͕ͳ͞Ε͍ͯͨのかݱঢ়ͰかΒͳ͍͕ɺՎ山のೆ

౦部のยԬ町ۙʹ͓ͦΒ͘ू落Ҭ͕ଘ͍ͨͯ͠ࡏのͱਪఆ͞ΕΔɻాൺ古ਆࣾの

ଆʹଓٰ࠭͘の౦部ʹɺԬのཬ古墳の୦݀ࣜੴ室ΛؚΉ古墳時代ظޙの墓Ҭ͕͋Γɺେ

࿈ஂूܥΛ࢝Ίͱ͢Δूஂの墓Ҭ͕͋Γɺू落Ҭのଆʹ͋ͨΔࡋॴۙの地かΒඍ

ΒΕΔɻ͑ߟ地ʹか͚ͯのॴͰɺ埴輪Λͭ古墳͕ஙかΕ͍ͯͨのͱߴ

Վ山のଆͰɺϊҨのୈ �� ೝ֬͞ج͕̏ߏௐࠪ۠Ͱ土壙墓ͱみΒΕΔҨ࣍

Ε͓ͯΓɺจݙͰΒΕ ʮͨӉ࣏ʯの地पลの墓Ҭʹ͍ͭͯɺগͣͭ࢟͠Λ࢝ͤݟΊ͍ͯΔɻ

ࣸਅ �ɹՎࢁ౦෦ग़ྠ

ਤ �ɹՎࢁ౦෦ग़ྠ



ʵ ��ʵ

３． 平安～鎌倉時代の様相―集落近辺の粘土採掘地か―
（１） 平安時代の谷地形
ߴௐࠪͰɺඪ࣍ୈ̑ݝ ����̼લޙのୈ̑Ҩߏ

໘Ͱɺ古墳時代ظޙのਢثܙɺฏ安時代のࠇ৭土

の落ち込ΛؚΉೆํثנɺ鎌倉時代頃のث

み（����落ち込み）Λ֬ೝͨ͠ɻ͜の落ち込み

̏۠ೆଆͰೆ ���̼ɺ౦ ���̼Λ֬

ೝ͠ɺඪߴ ����̼地点Ͱ土ࡼࢣย͕出土͓ͯ͠

Γɺ中世初頭頃ʹຒͨ͠のͱਪఆ͞ΕΔɻ

Վ山部Ͱฏ安時代かΒ鎌倉時代ʹか͚

ͯɺ࡞ߞ地の͕Γ͕֬ೝ͞Ε͍ͯΔ͕ɺՎ山

౦部Ͱ࡞ߞの༷͕͋ࢠ·Γ໌֬Ͱͳ͍ɻ

Վ山पลͰɺฏ安時代ʹฤ͞ࢊΕͨʰԆ

ຏਆࣾɺேࢤΕͨࣜࣾͱͯ͠ɺ͞ࡌܝʹʱࣜت

ໆਆࣾɺాൺ古ਆ͕ࣾ͋Γɺ͜ΕΒのਆࣾपล

ʹू落͕͋Δ͜ͱ͕༧͞ΕΔ͕ɺՎ山

౦部ͰΘͣかʹ土ثย͕みͭかΔ͚ͩͰ͋Γɺ

୩͕ຒ͍ͯ͘͠ঢ়گͰ͋ͬͨ͜ͱ͕͏か͕͑

Δɻ

（２） 鎌倉時代の土坑群、 粘土採掘坑か
ௐࠪͰɺ鎌倉時代の地ද໘ͱみΒΕ࣍̑ݝ

ΔҨߏ໘ඪߴ ����̼લޙの໘Ͱɺ୩ঢ়の落ち

込みຒ·Γɺଯੵɾ土Խ͕ਐΜͰ͍Δɻ

ۙͰ粘土（γϧτ）�採掘坑ͱࢥΘΕΔҨ

ثࢣΕ͍ͯΔɻ土͞ΛؚΊଟの土坑͕掘ߏ

ͱثנのඍࡉͳഁยؚ͕·ΕΔ͜ͱかΒɺ鎌倉

時代頃のҨߏͱ͑ߟΒΕΔɻ

ೆ౦ ��� ̼ʹ͋ΔՎ山ࢢୈ �� ௐࠪ地Ͱ࣍

ɺୈ̎Ҩߏ໘Ͱྨ͢ࣅΔ時ظの粘土採掘坑ͱ

みΒΕΔ土坑̑جͱ落ち込み̎Օॴ͕֬ೝ͞Ε͓ͯΓɺਢثܙɾ土ثࢣɾࠇ৭土ثɾثנの

ͰҨ͕֬ೝ͞ΕߏௐࠪΑΓଟ͘ɺ΄ͱΜͲのҨ࣍̑ݝยͳ͕Βɺࡉย͕出土͍ͯ͠Δɻࡉ

͍ͯΔ͜ͱかΒɺू落Ҭ͜のௐࠪ۠ʹ͍ۙࣼ໘地の上ํʹ͋ͨΔɺยԬ町ํʹ͋Δの

ͱਪఆ͞ΕΔɻ

４． 中世後期の土壙墓群
（１） 土壙墓群の分布
ߴௐࠪのୈ̐໘ͱୈ̏໘のؒのඪ࣍̑ݝ ����～�����̼の࠭上໘ʹɺ̒～̔جかΒ

Δ室町時代の土壙墓群͕ܗ͞Ε͍ͯͨɻ土壙墓෩ੑଯੵΛଓ͚Δ࠭上ʹஙかΕɺͦの

ࣸਅ �ɹݹ͔Βதੈॳ಄ͷམͪࠐΈʢനઢͷઌʣ

ࣸਅ �ɹݝୈ ௐࠪ۠Լଯੵ࣍�

ࣸਅ̓ɹ��� ʢೆ͔Βʣ
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··ຒฏ͕ଓ͍ͨΑ͏Ͱɺܧظଓͨ͠ߗԽ໘Λͱͳ͏Ҩߏ໘ܗ͍ͯ͠ͳ͍ɻ

ຊདྷの土壙墓群ܗ໘ඪߴ ����̼લޙͱਪଌ͞ΕΔɻ

（２） 土壙墓 SX421
� ۠中ԝۙͰみͭかͬͨ土壙墓Ͱɺ͞ ����̼ɺ෯ ����̼

લޙɺ中ԝΛۼ·ͤͨ墓壙の上ʹ粘࣭土ͱγϧτ࣭土ΛೖΕͯচ໘

Λ͍ͯͬ࡞Δɻਓࠎؙ·ͬͨܗͰऩΊΒΕ͓ͯΓɺΛෑ͘

かแΜͩঢ়ଶͰ࠭Λ͍ΕͯຒΊΒΕͨのͱਪఆ͞ΕΔɻ出土ͨ͠

ਓࠎશମʹ՚ᇋͰ͋Γɺೕࣃͳ͘ɺࣃのࡲΓݮΓগͳ͍ɻए

͍ঁੑͰ͋ΔՄੑ͕͍ߴͱ͑ߟΒΕ͍ͯΔɻ頭ࠎٴࣃͼࢶ࢛

のࠎଘ͍ͯ͠Δ͕ɺͦの他のࠎ࠭上ʹணͯ͠輪ֲ͚͕ͩ

のۙ͘ʹɺࠨଘ͍ͯ͠ͳ͍ɻࠎͰ͋Γɺ͜の土壙墓Ҏ֎Ͱگଘ͍ͯ͠ΔΑ͏ͳঢ়

�����初ரのߑ௨ሞ͕̒ຕ͑ڙΒΕ͓ͯΓɺ͍ΘΏΔจમʹ͋ͨΔのͱ͑ߟΒΕΔɻ

ຒ土中ʹඍࡉͳ土ثࢣยͱثנยؚ͕·Ε͓ͯΓɺ室町時代の墓ͱ͑ߟΒΕΔɻ

ࣸਅ �ɹ�2� ᆮุͷߑ௨ๅʢจમʣ

ਤ �ɹՎࢁᆮุ �2�

ࣸਅ �ɹ�2� ᆮุ۷ঢ়گʢೆೆ͔Βʣ ࣸਅ �0ɹ�2� ᆮุʢೆ͔Βʣɹ
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（３） 土壙墓とみられる遺構
土壙墓ͱみΒΕΔҨߏɺਓࠎの出土ͨ͠ ��� 土壙墓ۙʹ̐جͱɺփᬵؙ͕ࡼ出土͠

ͨ ����ۙʹ͕̎֬جೝͰ͖ɺͦの他ʹฏ໘͢ࣅྨ͕ܗΔ土坑͕みΒΕΔɻ͜ΕΒͦ

のܗঢ়のྨੑࣅかΒ中世ޙظの土壙墓群ͱみͯΑ͍ͩΖ͏ɻ

429 土壙墓ɹ土壙墓����のೆ̼̍ʹ͋Δ土壙墓ɻ͞����̼ɺ෯����̼ɺਂ ͞����̼Ͱɺ

土坑の中ԝ͕ۼΉɻຒ土࠭Ͱɺ粘࣭土ೖ͍ͬͯͳ͍ɻਓࠎ出土͍ͯ͠ͳ͍͕ɺنɾ

ঢ়͕土壙墓ܗ ��� ͱҰக͓ͯ͠Γɺ土壙墓ͱೝ͍ࣝͯ͠Δɻ

434 土壙墓ɹ̏۠部のඪߴ �����̼Ͱݕ出ͨ͠土壙墓ɻ͞ ����̼ɺ෯ ����̼ɺਂ

͞ ��� ̼Ͱɺݕ出໘࠭ɺԼγϧτ࣭土Λ掘ΓԼ͛ͯ࡞ΒΕ͍ͯΔɻ

435 土 壙 墓ɹ����土壙墓のೆଆʹྡ͢ΔҐஔʹ͋Δ

土壙墓Ͱɺ౦ํʹ࣠Λͭɻ͞ ����̼ɺ෯

����̼Ͱɺਂ͞ ����̼ɻຒ土かΒݟ込みʹҹՖの٠Λ

ͭށඒೱܥのփᬵؙࡼย͕出土͍ͯ͠Δɻ෭か

ෆ໌Ͱ͋Δ͕ɺ室町時代ظޙの土壙墓Ͱ͋Δのͱ͑ߟ

ΒΕΔɻ

508 土壙墓ɹ土壙墓 ����の ����̼ʹ͋Δ土壙墓Ͱɺ

͞ �����̼ɺ෯ ����̼ɺਂ͞ �����̼ɻ࠭Ͱຒ·Γɺ

ਓࠎ出土͍ͯ͠ͳ͍ɻ中ԝ͕ ����土壙墓ಉ༷ʹ໌֬ʹ

ΜͰ͍Δɻۼ

566 土 壙 墓ɹ����土壙墓の̼̑ʹҐஔ͢Δ土壙

墓ɻ͞ ����̼ɺ෯ ����̼ɺਂ͞ ����̼ɻ࣠Λ౦ʹ

͚Δɻ

（４） その他の遺構・遺物
ͦの他ɺ中世末のҨ

ͱԼͰ出土֤ͨ͠ߏ

時代のҨΛߟࢀʹ

հ͓ͯ͘͠ɻ

420 貝 殻 廃 棄 土 坑

̏۠౦۱Ͱ֬ೝͨ͠

ܘ ����̼のෆ

ͳ土坑Ͱɺਂܗ ͞����

̼ɻγδϛ͕େྔʹ廃

棄͞Ε͍ͯͨɻ

582 土 坑ɹۙ世ෑ

地ڥքの్Εͨೆଆ

Ͱݕ出͞Εͨෆܗ土

坑ɻ͞ ����̼ɺ෯ ����

̼ɺਂ͞ ����̼ɻฏߦ

ࣸਅ ��ɹށমփᬵؙࡼ

ࣸਅ �2ɹ�0� ᆮุʢೆ͔Βʣ

ਤ �ɹݝୈ ثௐࠪग़࣍�
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タタキの深い焙烙と中国徳化窯の白磁が出土し、中世末期の遺構と考えられる。

587・588 土坑　582 土坑の南西で検出された不整形の土坑。埦形に近い土師質土器片と、

備前焼の擂鉢ないし捏ね鉢が出土した。

第Ⅳ層・第５面出土遺物　第Ⅳ層では、850・851 土師器小皿と皿。852 漳州窯系の青花丸埦、

853 景徳鎮白磁端反碗、854 瓦器埦、855 土師器高坏、856 須恵器坏蓋が出土した。第５面

遺構検出作業中には、857・858 土師器坏、859 瓦器椀、860・861 須恵器坏身と坏蓋が出

土した。

５． まとめ　ー和歌山城東部の土地利用状況について－
和歌山城築城以降の和歌山城周辺は、間違いなく紀伊国、紀州藩、和歌山県の中心地とし

て発展した場所である。しかし、それ以前については、ほとんど実態が分かっておらず、近

年、和歌山城の北側の様相が発掘調査により急速に判明しつつある状況が知られている。和

歌山城東部は北部に比べ遺構・遺物が少なく、実態が分かりづらい状況であるが、裁判所地

点下層の調査成果を中心に、周辺地形や文献資料の成果、過去の不時発見の古墳の報告を援

用して、土地利用の変遷を提示した。

和歌山城三の丸東部付近は、元来居住域としては適しておらず、墓域及び土取り場として

利用されていたことが分かった。古墳時代の墓域は紀水門に連なる河川沿いの地域に古墳群

が展開した証拠となる資料、中世後半の墓域は雑賀衆が活躍した地域の土壙墓群であり、遺

構の展開が希薄な地域ではあるが、重要な調査成果であるといえるだろう。

＜主な参考文献＞
公益財団法人和歌山県文化財センター 『和歌山城跡―和歌山地家簡裁庁舎建設に伴う発掘調査報告書―』2015.03
和歌山県 「二　岡ノ里古墳」『和歌山県史蹟名勝天然記念物調査会報告書第十一輯』1931.3（『和歌山県文化財調査報
告書 ( ㈣ )』1974.8 和歌山県再録）
和歌山市教育委員会 「和歌山城跡第 16 次発掘調査」『和歌山市内遺跡発掘調査概報―平成 24 年度―』2014.03
公益財団法人和歌山市文化スポーツ振興財団 『鷺ノ森遺跡第８・11・13・15 次発掘調査報告書』2019.03
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࡚խ࢙ɹ（ެࡒ）Վ山ݝจԽࡒηϯλʔ

１　はじめに
Վ山ཱݝҩՊେֶༀֶ部の৽ஙʹ

͏Վ山のൃ掘ௐࠪɺฏ �� 

�� ݄かΒฏ �� ݄̍·ͰのؒظͰ࣮

Εͨɻௐࠪ۠ງͱ֎ງʹғ·Ε͞ࢪ

のؙのҰըͰɺՎ山のଆʹҐࡾͨ

ஔ͢Δཱࢢ෬ދ中ֶߍの地ʹͳΔɻ中

の地ෑ地ͱೆෑ地ʹかΕɺߍֶ

̐۠ը͋Δௐࠪ۠の͏ちೆෑ地ʹ̍ɾ̎

۠ɺෑ地ʹ̏ɾ̐۠Λઃఆ͠ɺͦΕͧ

Εのෑ地Ͱసͯ͠ௐࠪΛͨͬߦɻௐࠪ

໘ੵ ������ᶷͰ͋Δɻௐࠪ۠ۙの

ඪߴ̐～̼̑Ͱɺ地දԼ̼̐·Ͱ掘ΓԼ͛ɺੜ時代かΒށߐ時代ʹか͚ͯの֤時代の

Ҩߏ໘のௐࠪΛͨͬߦɻ͜͜ͰɺຊདྷのՎ山ʹؔ࿈͢ΔのͰͳ͘ɺ৫๛ظҎલの

Ҩߏ໘Ҩߏʹ͍ͭͯ৮ΕΔͱͱʹՎ山部地Ҭの土地ར༻のมભΛͬͯみͨ

͍ɻ

２　遺構面と基本層序 （図２）
ௐࠪのରͱ͢ΔҨߏ໘ɺ初ɺށߐ時

代͕̏໘ɺ৫๛ظΛؚΉ中世Ҏલ͕̐໘ͱ

ͳ͍͕ͬͯͨɺ࣮ࡍͦΕҎ上のҨߏ໘͕ଘ

Δɻ部͍ͯͬߦɺ߹ʹԠͯ͡ௐࠪΛ͠ࡏ

తͳௐࠪΛؚΊΕܭ �� ໘のௐࠪΛͨͬߦ

͜ͱʹͳΔɻجຊతͳংɺෑ地ɾೆෑ

地ͱ΄΅ಉ͡Ͱ͋Δ͕ɺ֤Ґのް֤͞

ॴͰҟͳΓɺݱ地ද໘のඪߴʹ͍ͭͯɺೆ

ଆʹൺଆ͕かͳΓ͘ͳ͍ͬͯΔɻɹ

ௐࠪͨ͠Ҩߏ໘の͏ちɺୈ̍Ҩߏ໘ҎԼୈ

̐ô� Ҩߏ໘·Ͱの̑໘͕ށߐ時代のҨߏ໘

ͱͳΓɺୈ̑ô� Ҩߏ໘ҎԼୈ̕ô� Ҩߏ໘·

Ͱの༰Λ͜͜Ͱհ͢Δ͜ͱʹͳΔɻ

ް͘ଯੵ͢Δୈ̒Լʹ �� 世ޙلか

Β末頃のҨߏ໘͕ෳ໘ܗ͞Ε͓ͯΓɺୈ

ਤ̍ɹௐࠪ۠

ਤ̎ɹෑɹ̏ɾ̐۠ͷجຊং

Վࢁࡾのؙの地ར༻のมભ
ʵཱݝҩՊ大ֶༀֶ෦৽ஙに͏ௐࠪ成ՌかΒʵ
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̑ô�ɾୈ̑ô� Ҩߏ໘ͱͯ͠ௐࠪΛ͓͜ͳ͍ͬͯΔɻཚ͕ଟ͘ेʹ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖

ͳか͕ͬͨɺෑ地の౦ଆ΄΅ಉ時ظのҨߏ໘͕͞Βʹଘͨ͠ࡏՄੑ͕͋Δɻ

ୈ̑ô� Ҩߏ໘ҎԼɺ中世の࡞ߞ໘͕ଓ͖ɺ上Ґの໘ിͱͯ͠ɺԼҐの໘ਫాͱ͠

ͯ土地׆༻͞Ε͍ͯͨ͜ͱ͕Ӑ͑Δɻ̍۠Ͱௐࠪͨ͠ୈ �� 上໘のୈ̒ô� Ҩߏ໘ɺ̍۠ͱ

̎۠Ͱௐࠪͨ͠ୈ �� 上໘のୈ̒ô� Ҩߏ໘ɺ́ ΅ಉ͡༰の࡞ߞ໘Ͱ͋ͬͨ͜ͱかΒɺ

̏۠ͱ̐۠Ͱߔ࡞ߞのΓ͕ྑ͍ୈ̒ô� Ҩߏ໘のௐࠪΛ͠ɺ৽ͨʹୈ �� 上໘Λୈ̒

ô� Ҩߏ໘ͱͯ̏۠͠のみͰௐࠪΛ͓͜ͳ͍ͬͯΔɻ

古代のҨΛแؚ͢Δୈ �� ɾୈ �� のԼ໘ΛͦΕͧΕୈ̓Ҩߏ໘ɾୈ̔Ҩߏ໘ɺ古

墳時代Ҏલͱ͑ߟΒΕΔୈ �� Լ໘Λୈ̕ô� Ҩߏ໘ͱ͠ɺ΄΅ಉҰ໘Ͱݕ出ͨ͠ੜ時代

のҨߏʹ͍ͭͯୈ̕ô� Ҩߏ໘ͱͯ͠ௐࠪΛ͓͜ͳ͍ͬͯΔɻ

３　各遺構面の概要
ᶃɹୈ̑ô� Ҩߏ໘（ਤ̑ɺࣸਅ̍）

෩ଯੵͨ࠭͠（ୈ̒）ʹຒͨ͠ঢ়ଶͰɺେߔͱിのΛݕ出͍ͯ͠Δɻിのߴ

͋͞Δ͜ͱかΒɺ͠Β͘์棄͞Ε͍ͯͨの͕ຒ·ͬͨঢ়ଶͰͳ͘ɺ࡞ߞ中͋Δ͍

ຒͨ͠ͱஅͰ͖Δɻɹʹؾɺ時ΛஔかͣҰޙ࡞ߞ

େߔΑΓ౦ଆͰݕ出ͨ͠ിのɺجຊతʹ౦ํͰɺ෯ ���� ～ ���� ̼のִؒͰ͋Δɻ

͕͞ ���� ̼༨Γͱ͍͕ฒΜͰ͓ΓɺͦΕΑΓ౦ଆͰɺ֬ೝͰ͖͍ͯͳ͍ɻ

ॏ͢ΔのͰͳ͍͜ͱかΒɺ౦ଆの࡞ߞ̍時ظのみͰ͋Δ͜ͱ͕Ӑ͑Δɻ

େߔΑΓଆͰݕ出ͨ͠ിのɺೆํͰҰઢʹ ����� ̼Ҏ上Ԇͼ͍ͯΔɻد

ΓͰؒʹཚΕ͕͋Δののɺ΄΅ ���� ִ̼ؒͰવͱฒΜͰ͍Δɻେߔのۙʹ͕

ଘͣͤࡏɺಓ͕͋ͬͨՄੑ͕͋Δɻ·ͨɺஅ໘֬ೝのみʹཹΊ͕ͨɺԼのୈ̑�� Ҩߏ

໘ʹॏͯ͠ಉ༷ͳിの͕ଘ͓ͯ͠ࡏΓɺෳظの͑ߟ͕࡞ߞΒΕΔɻԼҐのിʹ͍ͭ

ͯɺେߔͱॏͳΔۙ·Ͱ͕ଘ͠ࡏɺಓͱ͑ߟΒΕΔۭؒଘ͠ࡏͳ͍ɻ

େߔୈ̑ô� Ҩߏ໘Ͱ掘͞Εɺୈ̑ô� Ҩߏ໘Ͱଘͯ͠ࡏിͱͱʹ࠭Ͱຒ͍ͯ͠

Δɻ�ɾ̎۠かΒ̏ɾ̐۠Λॎஅͯ͠ɺجຊతʹʵೆೆ౦ํʹ ��� ̼Ҏ上Ԇͼɺ

ͰํʹંΕ͍ͯΔՄੑ͕͋ΔɻنॴʹΑͬͯҟͳΔ͕ɺ෯ ���� ～ ����� ̼ɺ

ਂ͞ ���� ～ ����N Ͱɺ࠶掘Ұ部ͰೝΊΒΕΔɻେߔの໊শΛ༻͍͍ͯΔののɺਂ͞

͕ҰఆͰͳ͘ɺҰ部Ͱ掘Γ͕͠ଘ͢ࡏΔͳͲ流路ͱ͑ߟΒΕͣɺนのཱち上͕Γ͕ٸͰ

ࣸਅ̎ɹୈ̑�2 Ҩߏ໘ɹੴੵΈҪࣸށਅ̍ɹୈ̑�� Ҩߏ໘ɹେߔΑΓͷി
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͋Δ͜ͱかΒͳͲかΒɺ৫๛ظのԼ町Λ۠ը͢ΔງͰ͋ͬͨՄੑ͋Δɻ

ᶄɹୈ̑ô� Ҩߏ໘（ਤ̏ɾ̑ɺࣸਅ̎）

େߔΛڥʹ౦ଆͰҪށੴຟɺ土坑ɺ粘土採掘土坑ΛɺେߔΑΓଆͰിΛݕ出͍ͯ͠

ΔɻҪށ̒ݕج出͓ͯ͠ΓɺҪଆのߏੴੵみ͕̎جɺԳੵみ͕̍جɺෆ໌͕̏جͰ͋

ΔɻҪ͕ށଟ͘ݕ出͞Ε͍ͯΔののɺݐҨߏݕ出Ͱ͖͍ͯͳ͍ɻ·ͨɺിʹؔͯ͠

ୈ̑ô� Ҩߏ໘ͱಉ͡༰Ͱ͋ͬͨ͜ͱかΒஅ໘土ʹΑΔݕ出ʹཹΊ͍ͯΔɻ

ҨେߔΑΓ౦ଆのҨߏͳͲかΒ中ࠃ࣓ث（���ɾ���ɾ���ɾ���ɾ����）ே࣓ثɺ

උલম（���）ɺށඒೱܥಃث（����）ɺ࣭נ土ثɾ土࣭ࢣ土ث（���ɾ���ɾ����）ɺྨנ

ͳͲ͕出土͍ͯ͠Δɻ

ᶅɹୈ̒ô� Ҩߏ໘（ਤ̐ɾ̑）

ୈ̒ô� Ҩߏ໘ͱୈ̑ô� Ҩߏ໘ͱのؒʹ໘ଘ͠ࡏɺ上Ґ໘·Ͱ͕ج͕࠭ࡉௐͰ͋ͬͨ

の͕ɺ͜の໘かΒγϧτ͕جௐͱͳΔɻௐࠪ̍۠ͰのみͰ͓͜ͳ͍ͬͯΔɻݕ出ͨ͠Ҩ

Ͱɺിೆ౦ํߔ࡞ߞͳ土坑ͳͲͰ͋Δɻܗɺෆఆߔͱിのؒߔ࡞ߞɺਫాのߏ

ํͰ෯ ���� ̼ͱୈ̑ô� Ҩߏ໘ͱಉ༷Ͱɺ

ͱʹܣ൞ݕ出Ͱ͖͍ͯͳ͍ɻ

Ҩ上໘（࡞ߞ土）かΒɺ中ࠃ࣓ث（���）ɾ

土ثࢣͳͲ͕出土͓ͯ͠Γɺ͜ΕΒかΒ �� 世ل頃

の࡞ߞ໘Ͱ͋Δͱ͑ߟΒΕΔɻ

ਤ̏ɹୈ̑�2 Ҩߏ໘ग़Ҩ

ਤ̐ɹୈ̒��ɾ2Ҩߏ໘ग़Ҩ



ʵ ��ʵ

ᶆɹୈ̒ô� Ҩߏ໘（ਤ̐ɾ̑）

ୈ̒ô� Ҩߏ໘Լの࡞ߞ໘ͰɺϚϯΨϯཻ͕ଟ͘ணͨ͠の上໘ͱͳΔɻݕ出ͨ͠Ҩ

Ͱ͋Δ͕ɺଆͰҰ部ͦΕʹަຊతʹ౦ํجߔ࡞ߞ൞͕͋Δɻܣͱߔ࡞ߞʹߏ

ͯ͠ೆํʹଘ͢ࡏΔɻܣ൞෯ ���� ̼Ͱɺ͞ ����� ̼Λ֬ೝ͍ͯ͠Δɻܣ൞Λ

؏͘Α͏ʹೆํの͕ߔ࡞ߞଘ͢ࡏΔ͜ͱかΒɺೆํのޙ͕ߔ࡞ߞ出͢Δͱ͑ߟΒΕ

Δɻൣ͍ғΛௐࠪͯ͠ɺܣ൞̍のみͰ͋Γɺߔ࡞ߞ్Εͣʹ͘Ԇͼɺਫ路ʹ૬

͢Δߔݕ出Ͱ͖ͳ͍͜ͱかΒɺ͜の時ظのਫా۠ըൺֱతେ͖かͬͨͱ͑ߟΒΕΔɻ

Ҩ໘の上の࡞ߞ土かΒɺ中ࠃ࣓ث（���）ɺ土ثࢣͳͲ͕出土͓ͯ͠Γɺ͜ΕΒ

かΒ �� 世ل頃の࡞ߞ໘Ͱ͋Δͱ͑ߟΒΕΔɻ

ਤ̑ɹҨߏͷมભʢ̍ʣ
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ᶇɹୈ̒ô� Ҩߏ໘（ਤ̒）

ୈ̓Ҩߏ໘のҰͭ上のਫా࡞ߞ໘Ͱɺୈ̒�� Ҩߏ໘ͱのؒʹෳ໘ଘ͢ࡏΔɻਫాߞ

ෆ໌֬Ͱ͋Δ͜ͱかΒௐࠪߏ͘ɺҨີߏ出͍ͯ͠Δ͕ɺҨݕ൞ΛܣͱߔΔʹ࡞

̏۠Ͱのみ͓͜ͳ͍ͬͯΔɻݕ出ͨ͠ߔͱܣ൞のҰ部ɺୈ̓Ҩߏ໘ͱಉҐஔͰ͋Δ͜ͱか

Βɺୈ̓Ҩߏ໘のܣ൞ͳͲΛ౿ऻ͍ͯ͠Δͱ͑ߟΒΕΔɻ

Ҩ上໘Ͱ土ثࢣยͳͲ͕出土͓ͯ͠Γɺ上ԼのҨߏ໘ͱの߹ੑかΒ �� 世ل頃のߞ

ΒΕΔɻ͑ߟ໘Ͱ͋Δͱ࡞

ᶈɹୈ̓Ҩߏ໘（ਤ̒ɾ̓ɺࣸਅ̏ɾ̐）

ΕΔͳͲू落の͞掘͕ށ地ͰɺҪߴ໘Ͱ͋Δ͕ɺ౦ۙඍ࡞ߞຊతʹਫాج

ਤ̒ɹҨߏͷมભʢ̎ʣ
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ԑล部Ͱ͋ͬͨՄੑ͕͋Δɻਫా࡞ߞʹ͏のͱͯ͠ɺେখのܣ൞ߔͳͲ͕͋Γɺ

ҪށͱのॏෳݟΒΕΔ͕ɺҪށͱのલؔޙ໌ΒかͰͳ͍ɻҪށ̎ݕج出͞Ε͓ͯΓɺ

ͦの͏ち̍جの上部ߏ໌ΒかͰͳ͍͕ɺݕ出໘ΑΓ ���� ̼Լʹ݁থยؠの൘ੴΛෑ͖ɺ

ͦのଆʹܘ ��ᶲのۂΛ̎ͭॏͶɺۂのԼʹఈ൘Λஔ͍͍ͯͨɻҨ土ثࢣɺ

ͳͲ͕出土͍ͯ͠Δɻثנ

ߔΒΕΔ͑ߟのの͕͋Γɺͦのยଆ͋Δ͍྆ଆʹਫ路ͱͱೆํ൞౦ํܣ

͕掘͞Ε͍ͯΔɻେܣ൞ଆͰ֬ೝ͓ͯ͠ΓɺԼ෯͕ ���� ̼Ͱ上෯͕ ���� ̼ɺߴ

͞Γのྑ͍ՕॴͰ ���� ̼ΛଌΔɻҰͭԼのୈ̔Ҩߏ໘ʹܗ͞Εͨେܣ൞Λ౿ऻͯ͠

͓Γɺ͞Βʹ໘上·ͰΘΕ͍ͯΔ͜ͱ͕அ໘ਫ਼ࠪͰ໌Βかʹͳ͍ͬͯΔɻਫా۠ը

͍ͭ͘かѲͰ͖Δ͕ɺҰล͕ ����� ～ ����� ̼ఔͰɺୈ̒ô� Ҩߏ໘のਫా۠ըʹൺɺ

খ͍͞ͱ͑ݴΔɻ

Ҩߏ໘上ҨߏͳͲかΒثנ（���ɾ���）土ثࢣ（���）ͳͲ͕出土͓ͯ͠Γɺ��

～ �� 世ل頃のҨߏ໘Ͱ͋Δͱ͑ߟΒΕΔɻ

ᶉɹୈ̔Ҩߏ໘（ਤ̒ɾ̓）

ͱͳΔՕॴʹ流路͕掘ܗ地͕͋Γɺ୩ঢ়地ߴ໘Ͱ͋Δ͕ɺೆ౦部ʹඍ࡞ߞຊతʹਫాج

ப͕݀֬ೝͰ͖Δ͕άϥΠԽ͕ஶ͘͠ɺҨݐͳ掘ཱபنΕ͍ͯΔɻೆ部Ͱখ͞

ʹຊతج൞ܣ൞͕͋Γɺখܣ໘ͱಉ͡ҐஔʹେߏͰ͋ͬͨɻଆͰୈ̓Ҩࠔ出ݕߏ

ॏෳ͢ΔҐஔ͕͋Δ͕ɺਫా۠ըɺ͞ɾ෯͕ ����� ～ ����� ̼Ͱɺܗঢ়ํܗͰͳ͘

ෆܗののみΒΕΔɻ

ਤ̓ɹୈ̓ɾ̔Ҩߏ໘ग़Ҩ

ࣸਅ̏ɹୈ̓Ҩߏ໘ݕग़Ҫށ ࣸਅ̐ɹ̏ɾ̐۠ɹୈ̓Ҩߏ໘ʢ্ۭ͔Βʣ
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Ҩݕߏ出時ʹ出土ͨ͠Ҩʹɺࠇ৭土ث

（���ɾ���）ɺ土ثࢣ（���）ɺਢثܙɺנͳͲ

͕͋Γ̕ɾ�� 世ل頃のҨߏ໘Ͱ͋Δͱ͑ߟΒ

ΕΔɻ

ᶊɹୈ̕ô� Ҩߏ໘

ʹͳ͓ͬͯΓɺௐࠪ۠શମ͕΄΅ඍ地͘ߴຊతʹ地山໘ɺೆ౦۱ɾۙͰج

Ґஔ͢Δ͜ͱʹͳΔɻݕ出ͨ͠Ҩߏʹ土坑ɾ͕͋ߔΔɻߔのํɺ౦ํのの͕ଟ

͘ɺͦΕʹަࠩ͢Δߔʹ͍ͭͯޙ出͢Δɻߔの෯ ���� ～ ���� ̼ͱҰ༷Ͱͳ͘ɺ֬ೝ͞

Εͨ͞ʹ͍ͭͯ࠷େͰ ����� ̼ͱଟ͘͘৳ͼ͍ͯΔɻ

Ҩߏ໘の上Ҩݕߏ出時ʹ出土ͨ͠Ҩʹਢثܙɺ土ثࢣɺੜ土ثɺੴ᭲ͳͲ͕͋Γɺ

古墳時代のҨߏ໘Ͱ͋Δͱ͑ߟΒΕΔɻ

ᶋɹୈ̕ô� Ҩߏ໘

のୈ̕ô� Ҩߏ໘Ͱݕ出ͨ͠ଟのߔʹॏ

ͳΔΑ͏ʹɺ̍のߔΛݕ出͍ͯ͠Δɻͨͩɺಉ

Ұ໘Ͱݕ出Ͱ͖ͳ͍Օॴ͋Γɺੜ時代中ظ

の土ث（����ɾ����）ΛؚΉബ͍Λണ͕ͯ͠

શମのܗঢ়͕໌Βかʹͳͬͨ͜ͱかΒୈ̕�� Ҩ

໘ͱ͍ͯ͠Δɻߏ

෯نԆͼɺʹ౦ํߔ ���� ～ ���� ̼ɺ

ਂ͞����̼ΛଌΔɻ֬ ೝͨ͠͞�����̼Ͱɺ

流߹͕ߔ౦ʹԆͼ͍ͯΔɻ౦ଆͰかΒのʹߋ

͍ͯ͠ΔΑ͏ʹݕ出Ͱ͖͕ͨɺৄࡉ໌ΒかͰͳ

͍ɻ

Ҩߏ໘の上໘かΒੜ時代中ظの土͕ث出

土͍ͯ͠Δɻ

ਤ̔ɹҨߏͷมભʢ̏ʣ

ਤ̕ɹੜث

ࣸਅ̑ɹୈ̕�2 Ҩߏ໘ɹ�ੜ࣌ͷߔ
ʢ౦͔Βʣ
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４　まとめ
Վ山部地ҬͰɺਓʑ͕ੜ׆Λ࢝ΊΔのੜ時

代中ظ頃Ͱɺࠓճのௐࠪ۠ۙɺू落ྡ地のੜ࢈Ҭ

Ͱ͋ͬͨՄੑ͕͋Δɻٰ࠭上ʹܗ͞Εͨࠓの֗ࢢ地

かΒ૾͕͍͕ͨ͠ɺՎ山ฏのڌ点తू落Ͱ͋Δଠ

ాɾాࠇपลͱಉ͡Α͏ͳਫా෩͍͕͕ͨͯͬܠͱߟ

͑ΒΕΔɻ

古墳時代Ͱਢثܙͱͱʹ埴輪͕̎点出土͍ͯ͠Δ

（ਤ ��）ɻ͜Ε·ͰपลのௐࠪͰ埴輪͕出土͢Δ͜

ͱ͕ଟ͘ɺۙʹ埴輪Λथཱͨ͠古墳͕͋ͬͨՄੑ͕

ฏ͞Εͨຒ古墳͕ʹɺळ݄Ҩの古墳群のΑ͏͘ߴ

ଘ͢ࡏΔͱ͑ߟΒΕΔɻ古墳のӦओମͱͯ͠Վ山

のೆ౦部ʹҐஔ͢Δాൺ古ਆࣾʹॴԑ͕͋Γɺ·ͨ

ʮଓຊلʯの༰かΒ地ͱのؔ࿈͕Ӑ͑ΔେࢯΛ

Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ͛ڍ

古代Ҏ߱中世ʹか͚ͯਫాͳͲͱͯ͠土地ར༻͕ߦ

ΘΕɺ̕～ �� 世ل頃ʹྡ地ʹू落͕ଘͨ͠ࡏՄ

ੑ͕͍ߴɻ古代の࿇՚จנؙݢͳͲ（ࣸਅ̒）の出土

かΒɺۙʹࣉᦰのଘ͕ࡏӐ͑ɺʮຊྶҟهʯʹ

Ͱͯ͘ΔのʮӉ࣏อʯͱの͕ؔ͞ΕΑ͏ɻ·ͨɺ

中世ʹ͓͍ͯ地ɺւ部ࡶ܊լのʮӉڷ࣏ʯʹൺఆ͢Δ͜ͱͰ͖ɺͦΕʹଐͨ͠ਫ

ΒΕΔɻ͑ߟͱ͍͕͕ͨͯͬా

ਖ਼ํҐ͕時代Ҏ߱の町ׂΓのํށߐɺɺ͢ͳΘち地ׂのํのํߔ࡞ߞɾߔ൞ܣ

ͳのʹରͯ͠ೆ͕࣠ภ͍ͯ͠Δɻߔ࡞ߞܣ൞のํنʹଇੑ͕Ӑ͑Δののɺ古

代のܣ൞ʹހঢ়ʹ৳ͼ͍ͯΔの͕͋Γɺ·ͨɺখ۠ըのਫాଘ͢ࡏΔɻগͳ͘ͱ ɾ̕

�� 世ل代ཬʹଇΓવͱ࡞ΒΕͨਫా۠ըͰͳかͬͨͱ͑ߟΒΕɺͦのޙɺ中世ʹ

か͚ͯ۠ը͕େ͖͘ͳΓવͱͨ͠ਫాͱͳ͍ͬͯͬͨ͜ͱ͕Ӑ͑Δɻ

安土桃山時代ʹͳΓɺௐࠪ۠ۙେ͖͘վม͕ߦΘΕɺେ͕ߔ掘͞ΕΔɻେߔの౦ଆ

Ͱू落͕ଘ͢ࡏΔ͕ɺଆͰി͕͍͕ͨͯͬ͜ͱ͕Ӑ͑ΔɻՎ山のᴈ໌ظͰ͋Δ

Ҏ߱のԼ町ͱେ͖͘ҟͳ͍ͬͯΔ͜ͱʹͳΔɻظ時代のઙށߐのԼ町ɺظ山܂

Վ山Ԭ山Λ中৺ʹ܂山ظʹ݁থยؠͳͲͰੴ֞Λங͘ͳͲのී͕ߦΘΕͨͱ͞ΕΔ

͕ɺ安土桃山時代の地൫ߴେߔのଘࡏɾํͳͲかΒɺࡏݱͰΔՎ山ΛғΉງ

ށߐ時代Ҏ߱ʹͳͬͯ掘͞ΕͨのͱஅͰ͖Δɻ

�� 世ل末頃かΒ �� 世ل初頭ʹか͚ͯɺࡾのؙଆΛ中৺ʹҰؾʹ͕࠭ଯੵٰ͕ͯ࠭͠ܗ

͞Εɺͦの上ʹށߐ時代のෑ地͕ஙかΕ͜ͱʹͳΔɻٰ͕࠭ܗ͞ΕΔҎલɺ౦ଆの

ඪ͕ߴߴかͬͨの͕ɺٰ࠭ʹΑͬͯٯʹଆのํ͕͘ߴͳΓɺށߐ時代Ҏ߱ɺͦの地

かͬͯ͘ͳΔෑ地͕֊ஈঢ়ʹ͞Εͨ͜ͱ͕Ӑ͑Δɻෑ地のʹΘͤͯ౦ଆ͋ʹܗ

ஈࠩɺਹ上͛Λ͏ཧ͕܁Γฦͯ͠ߦΘΕΔͨͼʹঃʑʹղফ͞Εɺ́ ΅ಉҰ地ฏʹͳͬ

ͨのͱ͑ߟΒΕΔɻ��

ਤ �0ɹྠ

ࣸਅ̒ɹݹנ
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Ҫഅӳɹ（ެࡒ）Վ山ࢢจԽεϙʔπৼஂࡒڵ

１． はじめに
ށߐのՎ山ฏの΄΅中ԝ部ʹҐஔ͠ɺੜ時代かΒ؛のԼ流ҬೆلϊҨɺ

時代ʹか͚ͯのҨ͕出土͢Δࢄ地ͱͯ͠प͞Ε͍ͯΔɻ͜のҨɺ࢙ࠃՎ山

の ��� ̼ʹҐஔ͢Δড়土ਅफຊࣉئผӃのपลʹ͕ΓɺҨʹಸྑ時代

かΒฏ安時代ʹか͚ͯのϊ༼ٴͼ中世ظޙʹਅफの（ࡶլ）ޚͰ͋Δຊࣉئ

͕ॏෳͯ͠ଘ͢ࡏΔɻࡏݱのผӃɺఱਖ਼̔（����）ʹେࡔຊࣉئΛୀͨ͠ڈড়

土ਅफेҰ代ओͰ͋ΔݦΛܴ͑ͯຊࣉئͱͳ͕ͬͨɺͦΕҎલࡶլޚͱݺΕͨࣉ

ӃͰ͋ͬͨɻࡶլޚӬ̒（����）ʹՎӜޚ山（ݱՎ山ࢢळ༿山）かΒࡏݱ

の地ʹҠసͨ͠ͱ͞ΕΔɻ

ϊҨのௐࠪɺฏ ��  �� ݄かΒฏ �� ݄̕·Ͱ̏Օのൃ掘ௐࠪ（ୈ ɾ̔

��ɾ��ɾ�� 時代ʹか͚ͯ̓໘のށߐ末かΒظޙのͰɺੜ時代ͨ͠ࢪௐࠪ）ͱ࣮ͯ࣍͠

Ҩߏ໘のௐࠪΛͨͬߦɻௐࠪ時点Ͱの地ද໘のඪߴɺ���� ̼ఔͰද土Լʹ ��ᶲの

0 �00m

ຊࣉئͷൣғ

ϊ༼ͷൣғ

ϊҨͷൣғ

Վࢁ

調査位置図

ϊҨのൃ۷ௐࠪ
ʵੜかΒ古࣌の༷૬ʵ
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ଠฏ༸ઓ૪時のઓࡂম土（ୈ̎）͕ ް͘ଯੵ͍ͯ͠Δɻجຊతͳংのଯੵ時ظ֓Ͷɺ

ୈ̏ઓલの地ɺୈ͕̐໌࣏時代લかΒ中頃ɺୈ͕̑ �� 世ޙلかΒ �� 世

લɺୈل �B ͕ �� 世ޙلɺୈ �C ͕ �� 世لલɺୈ͕̓ �� 世لલɺୈ �B 

͕ �� 世لલɺୈ �C ͕ �� 世ޙلɺୈ �C ͕̒世ޙلかΒ̓世ل初頭ͱみΒΕΔɻ

·ͨୈ̑上໘͕ୈ̍Ҩߏ໘ɺୈ �B 上໘͕ୈ̎Ҩߏ໘ɺୈ �C 上໘͕ୈ̏Ҩߏ໘ɺୈ

̓上໘͕ୈ̐Ҩߏ໘ɺୈ �C 上໘͕ୈ̑Ҩߏ໘ɺୈ �C 上໘͕ୈ̒Ҩߏ໘ɺୈ �� 上

໘͕ୈ̓Ҩߏ໘Ͱ͋Γɺ͜ のୈ̓Ҩߏ໘のඪߴ ���� ̼લޙͰ͋Δɻৄ Ͱɺ౼ݕのظͳ時ࡉ

Ҩߏのըظͱͯ͠ୈ̓Ҩߏ໘の古ஈ֊Λୈ̍ظɺୈ̓Ҩߏ໘の৽ஈ֊Λୈ̎ظɺୈ̒Ҩߏ໘

Λୈ̏ظɺୈ̑Ҩߏ໘Λୈ̐ظɺୈ̐Ҩߏ໘Λୈ̑ظɺୈ̏ʵ̏Ҩߏ໘Λୈ̒ظɺୈ̏ʵ̎

Ҩߏ໘Λୈ̓ظɺୈ̏ʵ̍Ҩߏ໘Λୈ̔ظɺୈ̎Ҩߏ໘Λୈ̕ظɺୈ̍Ҩߏ໘Λୈ �� ʹظ

۠Ͱ͖Δɻ·ͨɺ࠷Լ໘のୈ̓Ҩߏ໘Λܗ͢Δج൫のܗ時ظʹ͍ͭͯɺೄจ時代

ݕ໘ͰߏΔ༰ɺୈ̓Ҩ͢ࠂճใࠓΒΕΔɻ͑ߟの͋Δஈ֊ʹཱ͍ͯͨ͠のͱظޙ

出ͨ͠ୈ̍ɾ̎ظʹ͋ͨΔੜ時代かΒ古墳時代の༷૬ʹ͍ͭͯ;ΕΔɻ

２. 第１期検出の遺構
ୈ̍ظɺୈ̓Ҩߏ໘の古ஈ֊ʹ͋ͨΔੜ時代ظޙ末かΒ古墳時代初頭のҨߏΛରͱ

͢Δɻ͜のҨߏ໘ɺඪߴ ���� ̼લޙͰɺج൫Ͱ͋Δୈ �� ໌ԫ৭ܥのγϧτͰ安

ఆͨ͠地൫Λܗ͍ͯ͠Δɻ

Ͱ͋Δ（ࣸਅߔɺௐࠪ۠の部Λ中৺ͱͯ֬͠ೝͨ͠ॏͳΓ߹͏ଟのߏ出ͨ͠Ҩݕ

̍）ɻ͜ΕΒのߔ̣ʕ�� ～ �� ʄʕ̬のํੑͰ掘͞ΕͨのͰɺগͳ͘ͱ̕Λ֬ೝ

ͨ͠ɻߔの෯ͯ͢ ��� ̼Ҏ上Ͱɺେ͕ ��� ～ ��� ̼のൣғʹऩ·Γɺਂ͞ �� ～ ��

ᶲఔͰ͋Δ（ࣸਅ̎）ɻߔの෴土ʹแؚ͢ΔҨൺֱతগͳ͘ɺ部のߔ ��C の࠷ऴ
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調査区配置図



ʵ ��ʵ

ଯੵ部ʹ土ू͕ث中ͯ͠出土ͨ͠地点͕͋Δ（ࣸਅ̏）ɻ͜の部かΒ出土ͨ͠Ҩʹ

土ثࢣのߴഋɺޱᆵɺෳ߹ޱԑᆵᙈ͕͋Γɺ͕ߔຒͨ͠時ظɺ古墳時代初頭のঙ

ࣜซظߦલ頃ͱஅͨ͠ɻ·ͨػ͕ߔ͍ͯͨ͠時ظͱͯ͠ɺੜ時代ޙظޙ頃Λ

ఆͨ͠ɻ͜の他ɺߔ群のೆ部ɺௐࠪ۠のͰݕ出ͨ͠土坑 ���� ɺ౦ ���� ̼ɺೆ  ����

̼ɺਂ͞ ��ᶲの۱ؙํܗͰɺҨʹੜᶛ༷ࣜܥのλλΩᙈ͕͋ΓɺҨߏの時ظͱͯ͠

ঙࣜซظߦલʹҐஔ͚ͮΒΕΔɻ

掘࠶زɺͦのॏͳΓͳͲかΒ͘͘ʹ͑ߟͱͨ͠ࡏଘʹظ群ಉ時ߔ出ͨ͠ଟのݕ

群Λ掘ߔΒΕΔɻ͜ΕΒの͑ߟΘΕ͍ͯͨ͜ͱ͕Ӑ͑ɺ౦かΒʹ流ਫ͢Δ༻ਫ路ͱߦ͕

のҨظ͍ͯͨ͠ͱਪఆ͞ΕΔɻ͠か͠ɺ出土͢Δಉ時ܗのू落ΛنɺҰఆஂूͨ͠

ྔ͕ۃΊͯগͳ͘ɺௐࠪ地ॅډҬかΒҰఆのڑ͕Ε͍ͯͨͱਪఆ͞ΕɺॅډҬ͕ߔ

群の౦ٴͼೆ部ʹల։͢Δのͱఆ͞ΕΔɻ

３. 第２期検出の遺構
ୈ̎ظɺୈ̓Ҩߏ໘の৽ஈ֊ʹ͋ͨΔ古墳時代લظかΒظޙ·ͰのҨߏΛରͱ͢Δɻ

͜のஈ֊Ͱɺୈ̍ظͰݕ出ͨ͠ߔ群શʹຒ͠ɺͦの上໘ʹ掘ཱபݐͳͲ͕ߏங͞

Ε͍ͯΔɻ掘ཱபݐɺௐࠪ۠の中ԝかΒ౦部ʹか͚ͯ̔౩Λݕ出ͨ͠ɻ時ظΛਪఆͰ͖

Δݐ̑世ل代͕̐౩ɺ̒世ل代͕̍౩Ͱ͋ΔɻݐपลͰ̑世ل代のҪج̎ށ֬ೝ

ͨ͠ɻ·ͨௐࠪ۠部Ͱ̑世ل代ͱ͑ߟΒΕΔ土坑墓͕̏͋جΓɺௐࠪ地の౦部ʹډ

ॅҬ͕ɺ部ʹ墓Ҭ͕ల։͍ͯ͠Δ͜ͱ͕໌ͨ͠ɻ

Ͱɺೆ部ʹҐஔ͢Δ౦ݐ出ͨ͠ݕ ���� ̼ɺೆ ���� ̼ɺਂ͞ ��ᶲఔの۱ؙ

ΒΕΔ（ࣸਅ̐）ɻ͑ߟͱظͰ古墳時代લߏΛͨͳ͍ߔ͕̎͋Γɺนݐの୦݀ܗํ

掘ཱபݐ૯பݐͱଆபݐ͕ࠞ͢ࡏΔঢ়گͰ͋Γɺݐن̎ʷ̏ؒٴͼ̏ʷ̏
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第１期の主要遺構平面図
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ؒఔͰล͕ ��� ̼લޙのେ͖͞Ͱ͋Γɺݐの࣠ઢਅかΒ౦ʹ͘の͕ଟ

ΛΊɺݐ ɾ̎̏ ɾ��ɾ�� ͕̑世ل代ʹɺݐ͕̒̕世ޙلʹҐஔ͚ͮΒΕΔ（ࣸਅ ɾ̑̒ ）ɻ

ͳかͰݐ ��ɾ�� Λߏ͢Δப݀部ʹɺபࡐΛൈ͖औͬͨ部ʹ土ثࢣのᙈΛຒઃ

͓ͯ͠Γɺ͜ΕΒݐ廃ઈʹ͏ࡇܗଶのҰͭͱͯ͠Ͱ͖Δɻ

ށΔ（ࣸਅ̓ɾ̔）ɻҪ͕͋ج̎ށ出ͨ͠Ҫݕ中ԝ部ͰʹߏɺͰ͖ΔҨʹ࣍ �� ɺ

Ҫށଆʹ෯ �� ～ ��ᶲɺ͞ߴ ��ᶲҎ上ɺް͞ �� ～ ��ᶲの͢ۂΔࡐΛ༻͠ɺ̏ຕΛ

み߹Θͤͯܗ֯ࡾঢ়ʹߏங͍ͯͨ͠ɻ͜のҪށଆɺसࡐのస༻ࡐのՄੑ͕͋Δɻ

Ҫށ部かΒの出土Ҩʹɺ土ثࢣのԘ土ثᙈ͕͋ΓɺҨߏの時ظɺ̑世ل代ͱ

அͨ͠ɻҪށ �� ࣠ ���� ̼ɺ࣠ ���� ̼ɺਂ͞ ��ᶲのنͰ͋Δɻ出土Ҩʹ̩̠

ʵ ��� ܕのثܙͳͲ͕͋Γɺ出土ͨ͠ਢثᆵɺؖࣜ土ܕഋɺখثࢣഋɺ土֖ثܙのਢࣜܕ

ࣜかΒ̑世ل中༿頃のҪށͱ͑ߟΒΕΔɻ

·ͨɺ౦部Ͱ土坑墓ͱ͑ߟΒΕΔҨߏΛ̏ݕج出ͨ͠ɻ土坑墓̏ɾ̐ฒྻͯ֬͠ೝ͠

ͨのͰɺ͜ΕΒの࣠ઢ̣ʕ�� ʄʕ̬Ͱ͋Δɻ土坑墓̏౦ ���� ̼ɺೆ ���� ̼ɺਂ

͞ ��ᶲのنͰ͋Γɺ౦۱֯部ʹ࠭ؠのࣗવੴ͕ຒઃ͞Ε͍ͯͨɻҨʹੴのӓ

点͕͋Δɻ土坑墓̐౦̍ۄ ���� ̼ɺೆ ���� ̼ɺਂ͞ ��ᶲのنͰɺ෴土փԫ

৭のཻࠞ࠭͡ࡉΓγϧτͰ͋Δɻ土坑墓̑土坑墓̐のೆଆʹ͋Γɺେ͖͞౦ ���� ̼ɺ

ೆ �����̼ɺਂ͞ ��ᶲͰɺͦの࣠ઢ̣ʕ�� ʄʕ̚Ͱ͋Δɻ

͜の他ɺௐࠪ۠౦部ʹҐஔ͢Δ土坑 ��� ɺ࣠ ���� ̼ɺ࣠ ���� ̼のପԁܗͰɺਂ

͞ ��ᶲの෴土上ҐかΒ土ثࢣのഋɺߴഋᆵ͕·ͱ·ͬͯ出土ͨ͠ɻҨߏの時ظ̑世ل

代ͱ͑ߟΒΕΔɻ
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４. まとめ
まず第１期の弥生時代後期末には、南東から北西方向に流れる用水路と考えられる多条の

溝群が掘削されている。このような遺構は、井辺遺跡や神前遺跡で検出されており（和歌山

県文セ 2014）、当該時期に微高地縁辺部において自然流路を中心に多条の水路を掘削するこ

とで、水田域を確保した景観が復元できるとされる（田中 2015）。このことから、当地周辺

にもこれらの水路を掘削した小規模に散在する居住域をもつ集落が存在する可能性が考えら

れる。当該期の遺物分布は溝群の北東及び南西にみられ、この周辺部に居住地が展開してい

る可能性が考えられる。

第２期では、第１期の溝群が完全に埋没した後の５世紀代に遺物量が増加し、東半部を中

心として掘立柱建物で構成される集落域となり、西端部には土坑墓で構成される墓域が展開

するものとみられる。海浜に位置する同時期の西庄遺跡などでは漁労や大規模な土器製塩が

行われている（和歌山県文セ 2003）。しかし、当遺跡ではその様相がみられず倉庫と考えら

れる掘立柱建物群で構成されている。遺物では韓式土器や舟材を転用したとみられる井戸枠

などの出土から、当遺跡は港に隣接する集落で、交易等を目的とする集団であったものと推

定される。

その後、第３期では７世紀初頭から８世紀前半の集落が展開し、この時期の土器類が多数

出土した。同時期の遺跡としては東方 1.5㎞に位置する友田町遺跡が最も海浜に近い遺跡（和

歌山市文体振 1998）とされていた。しかし、この成果から友田町遺跡より海浜に近い集落

が展開していることが明らかとなった。この集落の形態としては、第２期と同様に掘立柱建

物で構成される様相がみられ、第２期に継続する交易等を目的とする集団であったものと推

定される。
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写真１　第 11 次調査　溝群全景（東から）

写真３　溝 48b 遺物集中地点（南から）

写真５　建物９（北東から）

写真７　井戸 32（北西から）

写真２　溝 51 土層断面（北西から）

写真４　竪穴建物２（南から）

写真６　建物 17（南から）

写真８　井戸 32（左）・34（右）出土遺物 (1)
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